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栄
　
原
　
永
　
遠
　
男

【
要
約
】
　
こ
れ
ま
で
の
奈
良
時
代
の
流
通
経
済
に
関
す
る
研
究
は
、
そ
の
構
造
的
特
質
の
確
定
と
い
う
基
礎
的
作
業
を
怠
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
本
質
の

把
握
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
本
稿
は
従
来
の
研
究
の
基
礎
を
定
め
る
意
味
で
こ
の
点
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
う
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
ず
中

央
で
は
、
官
市
π
政
治
的
市
で
あ
る
東
西
市
を
中
心
に
そ
の
延
長
部
分
が
主
要
交
通
路
に
よ
っ
て
結
合
し
、
中
央
交
易
圏
を
形
成
し
、
諸
司
官
人
家
の
財

政
も
こ
の
よ
う
な
流
通
経
済
構
造
に
対
応
し
て
営
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
各
地
方
で
は
、
各
地
に
あ
っ
た
地
方
市
と
は
別
に
、
国
府
経
済
と
密
接

に
関
係
す
る
国
府
市
が
存
在
し
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
そ
の
延
長
部
分
が
結
合
し
て
岡
府
交
易
圏
を
形
成
し
て
い
た
。
国
府
経
済
は
国
府
交
易
圏
を
前
提

に
し
て
運
営
さ
れ
た
。
国
府
交
易
圏
と
中
央
交
易
膠
は
、
律
令
制
的
収
取
に
規
定
さ
れ
て
相
互
に
補
完
し
つ
つ
連
関
し
、
奈
良
時
代
の
全
国
的
流
通
体
系

を
形
づ
く
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
五
巻
四
号
　
一
九
七
二
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
律
令
制
下
の
流
通
経
済
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
鬼
頭
清
明
氏
が
、
実
物
貢
納
経
済
を
律
令
財
政
の
基
礎
と
し
っ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
、
そ
れ
が
流
通
経
済
を
補
完
と
し
て
必
要
と
し
た
点
を
指
摘
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
幾
の
門
実
物
貢
納
経
済
」
な
る
概
念

に
若
干
の
問
題
を
感
じ
る
が
、
氏
に
あ
っ
て
は
流
通
経
済
は
律
令
財
政
を
支
え
る
基
礎
の
主
要
で
は
な
い
が
不
可
欠
の
一
部
を
な
す
こ
と
に
な

る
。
わ
た
く
し
も
律
令
財
政
が
流
通
経
済
に
依
拠
し
た
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
以
下
こ
れ
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
律
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
も

財
政
を
流
通
経
済
と
の
関
係
の
み
か
ら
説
明
す
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
ま
た
わ
た
く
し
は
律
令
暁
代
に
お
い
て
流
通
経
済
の
満
面
開
花
を
主
張

す
る
つ
も
り
も
毛
頭
な
い
。
こ
の
時
代
の
流
通
経
済
は
そ
れ
な
り
の
時
代
翁
面
約
を
う
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
稿
は
む
し
ろ
こ
の
点
を
あ
き
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ら
か
に
す
る
こ
と
各
ざ
し
て
い
る
・
そ
め
隈
讐
流
通
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
毒
や
・
い
わ
ゆ
る
商
人
史
商
業
星
野
貨
幣
嫁
鑑
・

　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

市
場
論
、
律
令
中
央
財
政
と
の
関
係
を
追
求
す
る
立
場
、
手
工
業
生
産
の
発
展
を
基
軸
に
社
会
的
分
業
の
展
開
と
関
連
さ
せ
る
立
場
な
ど
、
い
・

く
つ
か
の
視
角
か
ら
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
奇
妙
に
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
基
礎
的
な
事
実
の
解
明
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
律
令
制
下
の
流
通
経
済
に
関
す
る
研
究
が
、
一
見
発
展
し
豊
富
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
実
は
停
滞
状
況
を
示
し
て
い
る
原
因

の
一
半
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
。
基
礎
的
な
事
実
と
は
、
律
令
藩
翰
の
流
通
経
済
の
構
造
的
特
質
の
確
定
で
あ
る
。
本
稿
は
従
来
の
研

究
の
欠
除
せ
る
基
礎
を
さ
だ
め
る
意
味
で
、
と
く
に
奈
良
時
代
に
お
け
る
そ
の
鳥
畷
図
を
得
る
こ
と
に
目
標
を
置
こ
う
と
思
う
。

　
奈
良
豊
代
の
流
通
経
済
を
説
く
場
合
、
地
方
の
流
通
経
済
、
遠
距
離
交
易
、
中
央
の
流
通
経
済
と
い
う
三
区
分
が
よ
く
行
な
わ
れ
る
。
そ
れ

ら
は
往
々
に
し
て
三
者
の
機
械
的
な
羅
列
に
す
ぎ
ず
、
内
的
連
関
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
は
稀
で
あ
り
、
ま
た
個
々
の
構
造
も
十
分
あ
き
ら
か

に
な
っ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
の
た
め
奈
良
時
代
の
流
通
経
済
の
全
体
的
な
構
造
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
わ
た
く
し
は
基
本
的
に
こ
の
三
区
分
に
従
い
つ
つ
も
、
単
な
る
形
式
的
区
分
に
お
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
三
者
そ
れ
ぞ

れ
の
構
造
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
相
互
の
内
的
連
関
に
留
意
し
つ
つ
考
察
を
加
え
よ
う
と
思
う
。

①
西
村
真
次
『
日
本
古
代
経
済
・
交
換
篇
臨
、
沢
田
吾
一
『
奈
良
朝
時
代
厩
政
経

　
済
の
数
的
研
究
』
第
三
七
章
「
商
業
及
融
通
等
」
、
喜
田
貞
吉
「
古
代
の
商
人
」

　
（
『
日
本
商
人
史
』
）
、
西
岡
虎
之
助
「
平
安
時
代
の
商
業
及
商
人
の
生
活
に
つ
い
て
」

　
（
『
日
本
商
人
史
』
）
、
伊
藤
弥
之
助
「
奈
良
時
代
の
商
業
及
び
商
人
に
つ
い
て
」

　
（
「
三
田
学
会
雑
誌
」
四
一
－
五
）
、
穫
田
新
六
「
奈
良
朝
に
於
け
る
銭
貨
の
価
値

　
と
流
通
と
に
就
い
て
」
（
「
史
学
雑
誌
」
四
四
一
一
）
、
清
水
三
男
「
村
落
と
市
場
」

　
（
『
日
本
中
世
の
村
落
』
）
、
横
田
拓
実
「
天
平
宝
字
六
年
に
お
け
る
造
東
大
寺
司

　
写
経
所
の
財
政
」
　
（
「
史
学
雑
誌
」
七
二
一
九
）
、
田
口
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」

　
（
『
日
本
経
済
史
大
系
』
1
）
、
鬼
頭
清
明
「
八
、
九
世
紀
に
お
け
る
出
挙
銭
の
存

　
在
形
能
丁
官
営
高
利
貸
と
下
級
窟
人
膚
を
め
ズ
つ
て
一
」
（
「
歴
史
評
論
」
二

　
｝
二
号
）
、
早
川
二
郎
「
我
が
『
古
代
』
史
に
お
け
る
交
換
経
済
の
発
展
」
　
（
『
日

　
本
古
代
史
の
研
究
』
）
、
門
脇
禎
一
…
「
調
庸
収
取
形
態
の
変
化
と
そ
の
背
黒
」
（
『
律

　
令
国
家
の
基
礎
搬
…
造
』
）
そ
の
他
。

②
鬼
頭
前
掲
論
文
。

③
西
村
前
掲
書
、
沢
田
、
喜
瞬
貞
吉
、
西
岡
、
伊
束
前
掲
論
文
な
ど
。

④
喜
田
新
六
前
掲
論
文
、
西
村
前
掲
害
な
ど
。

⑤
清
水
前
掲
論
文
、
藩
村
前
東
霞
な
ど
。

⑥
横
田
、
吉
田
、
鬼
頭
前
掲
論
文
な
ど
。

⑦
早
川
、
門
脇
前
掲
論
文
な
ど
。
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騨
　
中
央
交
易
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
東
西
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
①

　
京
に
は
原
則
と
し
て
市
司
管
轄
下
の
市
が
お
か
れ
た
が
、
中
央
に
お
け
る
流
通
経
済
の
構
造
的
特
質
を
考
え
る
う
え
で
、
京
の
東
西
市
を
さ

け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
東
西
市
の
最
も
主
要
な
機
能
は
物
資
売
買
で
あ
る
。
そ
の
価
格
は
養
老
関
市
令
に
よ
れ
ば
、
市
司
が
時
価
を
三

区
分
し
、
市
に
あ
っ
て
記
録
し
、
十
日
ご
と
に
簿
を
つ
く
り
、
官
製
に
本
司
へ
提
出
す
る
規
定
で
あ
っ
た
（
毎
戸
立
標
条
）
。
簿
の
作
成
に
は
隊

長
が
あ
た
っ
た
ら
し
い
が
、
大
宝
令
に
は
「
市
佑
案
」
の
一
句
が
存
在
し
た
の
で
（
公
式
令
集
解
文
案
条
古
記
）
、
同
令
に
は
「
市
信
案
」
作
成
の

規
定
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
延
喜
式
で
は
沽
価
帳
と
称
し
、
三
通
作
成
し
て
太
政
宮
、
京
職
、
市
司
に
選
一
通
ず
つ
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
（
東
西
市
司
式
）
。
信
価
は
官
私
交
関
と
金
物
の
価
格
評
価
に
利
用
さ
れ
（
養
老
関
市
令
官
私
交
関
条
）
、
繊
物
の
評
価
額
は
刑
罰
決
定
の
資
料
と

さ
れ
た
。
ま
た
つ
ぎ
の
天
平
七
年
（
七
三
五
）
の
「
左
京
職
符
」
は
、
は
な
は
だ
興
味
深
い
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

　
職
符
　
東
市
司

　
　
琉
璃
玉
四
口
径
二
寸
、
若
無
者
壷
一
十
許
ロ

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
省
平
島
塒
其
価
嚇
便
付
昌
遣
使
坊
令
御
母
石
勝
｛
進
昌
送
舎
人
親
王
葬
装
束
所
↓
符
到
奉
行
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
進
大
津
連
船
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
属
四
比
元
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
昔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
大
日
本
古
文
書
』
一
巻
六
三
一
一
頁
、
以
下
一
明
六
三
二
、
傍
点
引
用
者
、
以
下
同
じ
）

舎
人
親
王
は
六
日
前
の
十
一
月
十
四
日
に
麗
じ
、
と
き
に
知
太
政
官
事
一
品
で
あ
っ
た
。
従
三
位
鈴
鹿
王
等
が
太
政
大
臣
に
准
じ
て
主
事
を
監

護
し
た
（
『
続
目
本
紀
漏
天
平
七
年
十
「
月
乙
丑
条
V
。
こ
の
符
は
、
親
王
の
思
惑
に
と
も
な
っ
て
設
罎
さ
れ
た
葬
装
束
所
が
、
葬
儀
に
必
要
な
物
資

20　（432）



奈良時代の流通経済（栄原）

の
価
格
の
辞
命
を
左
京
職
に
依
賦
し
駈
そ
れ
を
う
け
て
左
京
職
か
ら
吏
市
司
に
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
い
と
す
れ
ば
公
式
の
行
事
に
必
要
な

物
資
が
、
東
市
司
を
通
じ
て
、
購
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
が
そ
の
価
格
が
調
べ
ら
れ
て
い
る
例
と
な
る
。
こ
の
価
格
と
は
お
そ
ら
く
佑
価
で
あ

ろ
う
。
同
じ
く
天
平
七
年
十
一
月
十
一
日
（
一
－
穴
三
一
）
、
五
日
（
同
）
お
よ
び
某
月
九
日
（
｝
1
六
四
一
）
の
「
左
京
職
符
」
で
、
同
職
が
東
市
司

を
通
じ
て
市
で
物
資
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
と
併
坐
す
る
と
、
あ
る
い
は
諸
司
が
東
西
市
で
交
易
す
る
場
合
に
は
市
司
を
通
じ
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
正
倉
院
文
書
に
よ
っ
て
造
東
大
寺
司
、
造
石
山
院
所
、
皇
后
官
職
ま
た
諸
写
経
所
が
東
西
市
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

利
用
し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
諸
司
の
財
政
運
用
上
東
西
市
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
市
司
は
物
価
調
節
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

物
資
の
購
入
を
行
な
っ
て
い
た
。
佑
価
の
管
理
は
市
司
の
中
心
的
機
能
で
あ
っ
た
。
東
西
市
の
取
引
で
は
官
以
外
は
市
へ
行
っ
て
交
易
せ
ね
ば

な
ら
ず
、
物
主
を
よ
び
つ
け
る
こ
と
や
、
留
置
を
は
ず
れ
た
取
引
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
（
鼻
血
市
買
条
）
。
そ
の
ほ
か
市
司
は
市
の
開
閉
、
疑
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

心
墨
度
量
、
曇
空
、
奴
碑
売
買
、
不
正
物
品
そ
の
他
に
つ
い
て
監
督
の
目
を
ひ
か
ら
せ
て
お
り
、
物
部
二
〇
人
が
違
反
不
正
を
と
り
し
ま
っ
た
。

こ
の
ほ
か
後
述
の
ご
と
く
市
は
刑
罰
公
開
執
行
の
場
と
し
て
民
衆
教
化
の
役
割
を
も
果
し
て
い
た
。
東
西
市
に
お
け
る
売
買
そ
の
他
に
対
す
る

こ
の
よ
う
な
詳
細
厳
重
な
規
定
と
律
令
官
司
た
る
市
司
の
統
轄
は
、
東
西
市
が
自
由
な
市
で
は
な
く
、
政
治
的
色
彩
を
も
っ
た
市
で
あ
っ
た
こ

と
を
如
実
に
示
し
て
い
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
六
に
「
聖
武
天
皇
御
代
、
山
背
国
相
楽
郡
、
有
‘
発
願
人
ハ
…
…
為
レ
納
昌
大
乗
一
婦
｝
“
使
四
方
ハ
求
昌
白
檀
紫
檀
ハ
乃
得
晶

も
　
　
も
　
　
も

豊
楽
京
ハ
以
晶
銭
百
貫
扁
而
買
」
と
あ
る
。
白
檀
紫
檀
の
入
手
先
は
聖
楽
京
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
東
西
市
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と

使
を
四
方
に
派
遣
し
て
も
結
局
は
東
西
市
で
し
か
奢
修
晶
を
入
手
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
東
西
市
が
京
と
そ
の
周
辺
の
民
衆
の
生
活
に
必

ず
し
も
密
着
し
た
市
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
延
喜
東
西
市
司
式
に
み
え
る
平
安
京
策
西
市
の
虚
名
か
ら
も
同
様
に

う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
雑
令
皇
親
条
は
皇
馬
喰
五
位
以
上
が
帳
内
・
資
人
・
家
人
・
奴
碑
等
を
つ
か
わ
し
、
市
難
を
定
め
て

興
面
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
あ
と
、
「
於
レ
市
章
売
出
面
罵
遣
昌
人
於
外
泊
ハ
　
貿
易
往
来
者
、
不
レ
在
二
野
例
一
」
と
し
て
皇
親
官
人
が
東
西
市
に
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
派
遣
し
て
売
買
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
ま
た
六
位
以
下
の
官
人
は
興
販
も
許
さ
れ
て
い
た
。
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こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
さ
き
の
東
西
市
に
対
す
る
政
治
的
規
制
は
、
官
人
の
私
経
済
と
官
衙
財
政
を
維
持
し
か
つ
保
護
す
る
た
め
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
や

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
京
の
東
西
市
は
原
則
と
し
て
官
人
と
官
司
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
た
く
し
は

東
西
市
が
、
豪
族
・
土
豪
・
蒋
力
農
罠
の
暮
露
蓄
積
の
場
と
な
り
、
市
内
外
の
一
般
公
民
の
生
活
に
結
び
つ
く
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も

つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
右
の
政
治
的
意
図
の
も
と
に
設
定
さ
れ
た
点
に
注
目
し
て
、
こ
れ
を
官
市
－
政
治
的
市
と
し
て
把
握
し
、
自
然
、
発
生
的

な
市
と
区
別
し
た
い
。
し
か
し
中
央
に
お
け
る
流
通
経
済
の
構
造
的
特
質
は
、
東
西
市
に
注
目
す
る
の
み
で
は
あ
き
ら
か
と
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻
中
央
交
易
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
正
倉
院
文
書
は
日
本
古
代
史
研
究
に
欠
く
こ
と
の
で
き
ぬ
貴
重
な
一
大
史
料
群
で
あ
る
が
、
当
面
の
問
題
で
あ
る
奈
良
時
代
の
流
通
経
済
に

つ
い
て
も
や
は
り
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

イ
天
平
六
年
（
七
三
四
）
五
月
一
日
付
の
「
造
仏
所
作
物
帳
」
は
、
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
と
造
仏
に
関
す
る
帳
簿
で
あ
る
。
そ
の
各
断
簡
に

（官
市
睡
政
治
的
市
で
あ
る
東
西
市
以
外
で
物
資
を
購
入
し
た
例
が
み
え
る
の
は
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
、
す
な
わ
ち
、

　
買
檜
久
礼
一
千
二
頁
＋
枚
砒
講
難
甚
文

　
　
直
銭
十
三
貫
五
百
辮
文

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
自
泉
津
運
車
六
十
四
両
　
賃
銭
二
貫
僻
八
文
軍
別
辮
二
文
（
一
－
五
五
八
）

　
　
　
　
　
　
⑦

の
よ
う
な
場
合
で
、
現
在
の
京
都
府
桐
楽
郡
木
津
町
の
北
付
近
の
泉
津
で
檜
久
礼
が
購
入
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
東
西
市
で
の
購
入
を
推
測
さ

せ
る
記
載
も
ま
た
あ
る
。

　
　
雇
人
単
功
一
百
廿
四
人
採
薪
・
＃
運
市
物
等
所
役
並
受
庸
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
月
三
穴
）

・
こ
の
「
毒
物
」
は
東
西
市
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
造
仏
の
場
合
、
・
東
西
市
以
外
に
確
実
な
と
こ
ろ

で
は
撮
灘
で
物
資
の
購
入
が
行
な
わ
れ
た
．
こ
と
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
．
　
　
・
　
　
　
　
　
．
、
　
　
　
　
　
　
p
．
・
・
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ω
　
年
月
日
欠
の
「
造
金
堂
融
解
し
は
、
天
平
宝
字
三
、
四
年
（
七
五
九
、
六
〇
）
に
行
な
わ
れ
た
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
金
堂
の
造
営
に
関
す

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
長
大
な
帳
簿
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
ま
た
同
様
の
例
が
辛
い
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
を

　
　
三
百
文
自
村
屋
村
買
運
青
菜
車
四
両
賃
両
別
七
＋
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
一
二
八
六
）

な
ど
で
あ
る
。
こ
の
文
書
か
ら
本
造
営
工
事
で
は
西
市
以
外
に
、
村
屋
村
（
奈
良
県
田
原
本
町
蔵
堂
）
、
広
瀬
村
（
同
広
陵
町
広
瀬
）
、
伊
賀
山
川
津
、

丹
波
山
川
津
・
高
嶋
歩
片
津
（
甕
県
高
嶋
郡
朽
木
村
大
字
小
川
）
・
泉
津
・
生
馬
鷹
出
で
物
資
を
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
舶

の
　
つ
ぎ
に
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
か
ら
六
年
に
お
け
る
石
山
寺
の
造
営
の
場
合
は
ど
う
か
。
天
平
宝
玉
六
年
夏
十
二
月
二
九
日
付
の
「
造

辞
院
所
肇
」
（
秋
季
告
朔
）
は
こ
の
工
事
の
総
餐
書
で
あ
る
ゆ
そ
の
な
か
に

　
　
［
　
　
　
・
、
、
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
簗
）
目
U
買
大
石
山
四
百
十
四
囲
直
「
囲
別
十
二
文
」
　
・
．
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
－
二
一
一
二
）

と
み
え
、
大
石
山
で
檜
皮
を
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
、
ま
た
天
平
宝
字
六
年
正
月
～
七
月
の
　
「
造
石
山
寺
所
雑
材
忠
恕
皮
十
一
等
納
帳
」

（
十
五
一
二
六
〇
以
下
）
か
ら
も
三
雲
山
（
滋
賀
県
甲
西
町
三
雲
）
、
高
嶋
山
、
伊
賀
山
、
大
石
由
（
大
津
帯
大
石
）
で
材
木
、
檜
皮
を
購
入
し
た
こ
と
が

　
　
⑪

窺
え
る
。
さ
ら
に
「
造
寺
料
銭
用
帳
」
に
も

　
　
十
七
日
下
銭
壱
伯
陸
拾
文

　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
じ
へ

　
　
　
右
自
猪
名
部
枚
虫
所
買
進
、
藁
升
二
囲
負
駄
二
匹
賃
匹
別
八
十
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
一
三
五
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
ど
と
あ
り
、
猪
名
部
露
虫
所
（
勢
多
庄
）
の
ほ
か
奈
良
（
東
西
市
か
）
、
甲
賀
山
、
田
上
山
、
大
石
山
で
も
物
資
が
購
入
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か

ら
石
山
寺
の
造
営
に
際
し
て
も
東
礪
市
の
ほ
か
に
大
石
山
、
三
雲
山
（
甲
賀
山
付
近
）
、
高
嶋
山
、
伊
賀
山
、
甲
賀
山
、
田
上
山
な
ど
の
杣
や
勢

多
庄
で
物
資
が
購
入
さ
れ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
　
．
　
。
　
　
、
、
　
　
r
　
　
　
　
　
　
、
・
　
、
：
　
　
　
　
．
　
　
・
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二
　
最
後
に
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
十
二
月
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
造
東
大
寺
司
写
経
所
に
よ
る
大
般
若
経
二
部
の
書
写
の
揚
合
、
　
「
奉
写
二

（部
大
般
若
経
銭
用
帳
」
に

　
　
辮
日
下
銭
弐
拾
柴
貫
伍
伯
文

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
廿
貫
雑
価
附
市
領
伊
部
子
水
通
大
石
阿
古
万
呂
等

　
　
　
一
貫
買
松
価
附
醒
原
薗
領
櫟
井
男
公
（
＋
六
1
九
二
）

　
　
十
日
下
銭
難
伯
文

　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
へ
　
　
　
う

　
　
　
君
附
山
辺
武
羽
、
買
如
件
　
　
　
　
（
十
六
一
九
六
）

と
あ
り
、
東
西
市
庄
と
と
も
に
鬼
原
薗
や
泉
木
屋
所
（
領
山
辺
武
羽
）
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ

　
　
　
　
　
⑬

て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
写
経
事
業
に
つ
い
て
は
特
殊
な
事
情
が
あ
っ
た
。
用
度
が
現
物
の
か
わ
り
に
玉
綿
で
支
給
さ
れ
、
官
人
に
わ
り
あ
て
て

売
却
し
、
写
経
費
用
の
銭
貨
が
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
調
綿
が
ど
こ
で
売
却
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
に

　
　
謹
恐
憧
請
処
分

　
　
所
レ
賜
綿
珊
連
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
看
縁
昌
先
日
宣
↓
如
レ
数
将
レ
進
思
食
、
遣
悶
外
国
一
交
易
、
付
晶
不
能
人
↓
毎
レ
物
売
減
、
不
レ
堪
晶
望
心
一
…
…

　
　
　
　
天
　
半
宝
字
七
年
二
月
廿
九
碍
　
飯
高
息
足
　
　
（
十
六
一
三
四
〇
）

　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
（
足
脱
）

　
　
符
　
難
波
使
社
下
月
弓
削
伯
万
呂
等

　
　
　
…
…
又
難
昌
直
六
十
三
四
文
｝
充
買
之
、
非
轟
五
文
己
上
一
者
、
不
レ
得
昌
売
却
単
…
…

　
　
　
　
天
平
宝
字
六
年
閣
十
二
月
一
臼
　
　
　
　
（
十
六
…
一
〇
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
あ
り
、
外
国
や
難
波
で
売
却
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
例
は
購
入
の
み
な
ら
ず
売
却
に
も
東
西
市
以
外
の
地
点
が
利
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用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
数
少
な
い
例
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
以
上
イ
か
ら
二
ま
で
東
西
市
（
東
西
市
庄
も
）
以
外
の
い
か
な
る
場
所
で
物
資
の
売
買
が
行
な
わ
れ
た
か
、

　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
（

れ
を
整
理
す
る
と
第
1
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

と
い
う
点
を
確
か
め
て
き
た
。

こ

第1表 ／
一

杣

　イ
興
福
寺
西
金
堂

以口
法
藻
寺
金
堂

只ハ
石
　
山
　
寺

只二
二
部
大
般
若

（

伊
賀
山
川
津
・
高
嶋
山
川
川
津
・
丹
波
山
川
津

伊
賀
山
・
高
嶋
山
・
甲
賀
山
・
田
上
山
・
大
石

山

庄
そ
の
他

泉
津

泉
津
・
村
屋
村
・
広
瀬
村
・
生
馬
鷹
山

勢
多
霊

泉
木
屋
所
・
田
原
園
・
難
波
・
外
国

　
さ
て
第
1
表
は
、
中
央
に
お
け
る
流
通
経
済
の
構
造
的
特
質
を
考
え
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
鍵
を
与
え
る
も
の
と
思
う
。
官
市
旺
政
治

的
布
で
あ
る
東
西
市
と
と
も
に
、
こ
の
表
の
よ
う
な
各
所
で
も
物
資
を
売
買
す
る
こ
・
と
は
、
後
述
す
る
官
人
の
私
経
済
や
官
司
経
済
の
流
通
経

済
に
対
す
る
関
係
か
ら
み
て
、
写
経
所
や
造
寺
関
係
官
司
の
み
で
な
く
、
他
の
律
令
中
央
諸
官
司
や
諸
官
人
家
も
多
か
れ
少
な
か
れ
同
様
で
あ

っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
逆
に
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
物
資
売
買
の
あ
り
方
は
、
余
儀
な
い
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
東
市
庄
解
　
申
買
進
上
珠
丁
軸
事

　
　
蔓
伯
枝
題
話
響
陸
伯
文
二
枝
塞
一
支

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
右
随
昌
市
内
在
一
買
取
、
且
進
上
如
件
、
以
解

　
　
　
　
　
　
天
平
宝
字
二
年
八
月
四
日
呉
原
飯
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
石
阿
古
麻
呂
　
（
四
l
－
二
八
穴
）

東
気
配
は
、
指
定
さ
れ
た
品
目
数
量
を
一
応
と
り
そ
ろ
え
た
が
、
そ
れ
は
「
随
二
七
内
在
こ
す
な
わ
ち
市
で
入
手
で
き
る
限
度
内
に
す
ぎ
な
か
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つ
た
。
し
た
が
っ
て
東
西
市
で
は
必
要
と
す
る
品
目
を
常
に
必
要
量
だ
け
入
手
し
え
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
こ
の
事
情
は
前
掲
の
天
平
七
年
十

一
月
二
〇
日
付
「
左
京
職
符
」
に
「
琉
璃
玉
四
口
径
二
寸
、
若
無
難
壷
一
十
許
口
偏
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
全
く
明
ら
か
で
あ
る
。
東
繭
市
で
必
要

を
満
し
え
な
い
場
合
は
、
他
所
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
東
西
市
以
外
の
場
所
で
の
購
入
は
東
西
市
に
お
け

る
物
資
購
入
の
延
長
形
態
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
第
1
表
の
東
西
市
以
外
で
の
売
買
は
、
イ
、
口
、
ハ
が
造
営
工
事
の
例
な
の
で
、
材
木
や
仁
心
、
薪
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（

購
入
が
琵
琶
湖
周
辺
の
杣
山
付
近
で
行
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
い
く
ぶ
ん
片
よ
っ
た
あ
り
方
を
示
す
が
、
東
西
市
に
お
け
る
売
買
の
延
長
形

態
と
し
て
理
解
で
き
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
写
経
所
や
造
寺
関
係
官
司
を
は
じ
め
と
す
る
律
令
宜
司
や
官
人
の
経
済
は
、
全
一
的
に
官

倉
”
政
治
的
市
で
あ
る
東
西
市
の
み
に
依
存
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
地
理
的
お
よ
び
売
買
品
自
体
の
条
件
か
ら
そ
の
時
々
の
事
情
に
応
じ
て
、

各
地
に
存
在
す
る
流
逓
経
済
上
の
要
地
に
も
依
存
し
た
の
で
あ
っ
た
。
京
の
東
西
市
は
、
そ
れ
自
体
で
た
し
か
に
一
個
の
市
を
形
成
し
て
い
る

が
、
揚
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
延
長
部
分
を
必
要
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
中
央
の
流
通
経
済
を
考
察
す
る
場
合
、
以
上
に
の
べ
た
こ
と
か
ら
、
も

は
や
東
西
市
に
の
み
視
野
を
限
定
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
延
長
部
分
を
も
奮
め
て
、
両
者
の
総
体
と
し
て
と
ら
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
東
西
市
の
利
用
度
の
み
か
ら
、
こ
れ
が
中
央
の
流
通
経
済
に
果
し
た
役
割
の
多
少
を
推
測
す
る
こ
と
に
は
、
危
険
な
要

素
が
入
り
こ
む
こ
と
に
な
る
。
東
西
市
の
評
価
は
、
そ
の
延
長
部
分
を
も
含
め
て
、
流
通
経
済
機
構
自
体
の
な
か
で
い
か
な
る
位
羅
に
あ
り
、

ま
た
律
令
財
政
機
構
の
な
か
で
ど
の
よ
ヴ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
．
の
か
、
と
い
う
点
か
ら
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
つ
ぎ
の
間
題
は
、
東
西
市
と
そ
れ
以
外
の
物
資
売
買
地
点
と
の
相
互
連
関
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
最
近
岸
俊
男
氏
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

大
和
、
河
内
の
古
道
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
成
果
は
中
央
に
お
け
る
流
通
経
済
の
構
造
的
特
質
の
考
察
に
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

　
大
和
に
は
南
北
に
上
ッ
道
、
中
ッ
道
、
下
ッ
道
の
三
道
が
縦
貫
し
、
上
ッ
道
の
東
に
は
さ
ら
に
山
辺
道
が
あ
っ
た
。
東
西
に
は
横
大
路
と
、

現
国
道
ご
五
号
線
付
近
の
古
道
が
あ
り
、
と
も
に
東
行
し
て
伊
賀
嵩
伊
勢
べ
と
通
じ
て
い
た
。
藤
原
京
は
中
ッ
道
、
下
ッ
道
を
東
西
の
京
極
と

し
、
北
は
横
大
路
、
南
は
上
ッ
道
が
西
行
し
た
安
倍
i
山
田
一
1
雷
i
丈
六
の
道
に
よ
っ
て
挺
切
ら
れ
る
地
域
を
占
め
て
い
た
。
　
「
海
石
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奈良時代の流通経済（栄原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

榴
市
」
は
桜
井
市
金
屋
に
あ
た
り
、
上
ッ
道
と
横
大
路
の
交
点
に
近
く
、
山
辺
道
の
起
点
で
あ
る
。
　
見
駅
は
桜
井
市
外
山
に
あ
た
り
横
大
路

と
上
ッ
道
の
交
点
の
す
ぐ
東
に
な
る
。
ま
た
「
軽
市
」
は
下
ッ
道
と
山
田
が
ら
の
古
道
の
交
会
点
、
現
在
の
橿
原
市
大
雨
町
付
近
に
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
市
に
関
し
て
岸
俊
男
氏
が
「
飛
鳥
京
の
策
北
と
西
南
の
出
入
口
に
、
海
石
榴
市
之
軽
市
が
対
称
的
に
置
か
れ
、
同
時
に

大
道
の
起
点
・
し
て
駅
家
纏
恵
庭
た
・
て
い
た
と
み
ら
れ
璽
と
暮
し
て
い
・
点
に
・
の
際
嘉
す
べ
き
需
・
・
下
・
道
を
北
上

す
る
と
、
途
中
に
は
「
阿
刀
桑
市
」
が
あ
っ
た
。
平
城
京
は
下
ッ
道
を
朱
雀
大
路
、
中
ッ
道
を
東
京
極
ど
し
て
、
こ
れ
を
西
側
に
二
倍
に
ひ
ろ

げ
、
外
因
を
付
し
て
造
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
平
城
京
の
・
「
東
西
布
」
は
、
南
北
の
三
道
に
よ
っ
て
「
海
石
榴
市
」
、
　
「
阿
静
思
市
」
、

「
軽
市
」
、
さ
ら
に
山
背
、
紀
伊
へ
と
接
続
し
、
東
西
の
古
道
に
よ
り
伊
賀
、
伊
勢
、
河
内
方
面
へ
通
じ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
大
和
の
横
大
路
は
大
坂
道
、
当
麻
路
を
へ
て
河
内
の
丹
比
道
・
（
竹
内
街
道
）
に
連
続
し
、
現
国
道
二
五
号
線
付
近
の
古
道
は
龍
田
道
と
な
り
や

は
り
河
内
の
大
津
道
（
長
尾
街
道
）
へ
っ
ら
な
り
、
，
「
会
議
市
」
㌃
付
近
を
通
る
。
河
吋
の
二
道
は
と
も
に
東
西
に
直
進
す
る
が
、
．
前
者
は
堺
市
金

岡
付
近
で
や
や
北
に
向
き
を
か
え
・
・
、
募
難
波
京
華
言
霊
携
鶴
血
忌
難
」
は
瀬
戸
内
水
運
の
東
総
点
で
あ
屋
難
波

京
か
ら
は
直
南
下
す
る
嘉
が
存
在
し
、
丹
比
造
》
大
楽
と
運
了
し
て
い
遵
ま
た
難
波
京
付
近
か
ら
薙
ぞ
い
に
南
下
す
る
遵
両
道
と

連
絡
し
つ
つ
和
泉
国
府
を
へ
て
紀
伊
国
府
に
い
允
δ
。
前
者
に
は
「
市
」
が
あ
っ
た
つ
大
和
の
下
ッ
道
の
南
へ
の
延
長
は
や
が
て
二
つ
に
わ
か

竺
毒
勢
路
・
よ
ば
れ
盃
礎
て
吉
野
川
涜
折
ぞ
い
に
薦
璽
艦
讐
下
市
へ
出
て
薪
ぞ
い
に
吉
野
宮

蹴
鞠
饗
馴
断
舗
鰭
解
鋒
繰
趣
強
震
難
縫
麗
凱
鴬
餅
蝿
ほ
韓
難

に
と
も
な
い
平
城
京
以
北
の
交
通
路
の
重
要
性
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
3
　
　
　
　
　
凄
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
．
．

　
平
城
京
以
北
で
は
、
中
ッ
道
の
延
長
は
恭
仁
京
右
京
の
作
ザ
道
に
栢
当
す
る
が
、
恭
領
導
に
も
「
市
」
が
置
か
れ
た
。
ま
た
木
津
川
水
系
の

要
地
で
あ
る
泉
津
を
へ
て
北
上
し
た
陸
路
は
、
山
背
国
に
入
り
宇
治
津
、
宇
治
橋
を
へ
て
山
科
へ
ぬ
け
、
逢
坂
を
こ
え
て
近
江
画
府
へ
至
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
⑳

無
極
に
は
叙
が
あ
り
、
仙
背
、
近
江
両
国
府
付
近
に
も
「
市
」
が
あ
っ
た
。
泉
塩
か
ら
は
木
津
川
一
山
崎
津
－
淀
川
水
系
を
へ
て
難
波
漂
へ

’27　（439）
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第1図　r古代の日本』5近畿古代地図，岸俊男「古道の歴史」（r古代の日本』5）所収「大
　　　和・河内の古道」図，同「大和の古道」（r日本古文化論孜』）所収第1図，福山敏男「奈

　　　良時代に於ける石山寺の造営」（r日本建築史の研究』）所収図などより作成

　　　　駅名に（）を付すのは奈良時代にも存在したと推定さるもの
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奈良時代の流通経済（栄原）

と
連
絡
し
て
お
り
、
山
崎
津
に
は
山
崎
駅
が
あ
っ
た
。
宇
治
津
か
ら
は
宇
治
川
－
瀬
田
川
水
系
に
よ
り
瀬
田
へ
出
る
こ
と
が
で
き
、
琵
琶
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

水
系
と
結
合
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
は
勢
多
駅
が
あ
り
、
保
良
宮
も
お
か
れ
た
。
ま
た
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
、
平
城
京
か
ら
岡
田
駅
、
新
家

駅
、
東
国
へ
の
ル
ー
ト
と
、
山
本
、
楠
葉
、
大
原
、
殖
村
、
草
野
の
各
駅
を
へ
て
西
国
へ
向
う
ル
ー
ト
の
二
つ
が
ひ
ら
か
れ
た
こ
と
も
指
摘
さ

　
　
　
㊧

れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
淀
川
、
宇
治
川
、
瀬
田
川
、
木
津
川
水
系
と
こ
れ
に
連
絡
す
る
琵
琶
湖
、
瀬
戸
内
水
系
お
よ
び
こ
れ
ら
に

並
行
す
る
陸
路
が
主
要
交
通
路
を
な
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
五
畿
内
、
近
江
、
紀
伊
に
の
び
る
交
通
路
に
そ
っ
て
、
帯
、
駅
、
津
な
ど
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
第
1
図
）
。

中
央
で
は
官
市
－
政
治
的
市
た
る
京
の
東
西
市
を
中
心
と
し
、
た
と
え
ば
泉
津
の
よ
う
に
こ
れ
と
極
め
て
密
接
に
関
係
す
る
交
易
の
要
地
や
各

地
の
市
、
国
府
付
属
の
市
、
さ
ら
に
津
や
駅
な
ど
（
琵
流
通
経
済
の
結
節
点
）
が
水
陸
路
に
よ
っ
て
緊
密
に
結
合
し
、
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て

「
中
央
交
易
圏
」
と
よ
ぶ
べ
き
流
通
経
済
圏
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
中
央
交
易
圏
に
お
け
る
流
通
経
済
の
進
展
は
、
正
倉
院
文
書
の

幾
多
の
例
が
明
示
す
る
よ
う
に
一
部
で
銭
貨
を
必
要
と
す
る
段
階
に
ま
で
到
達
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
中
央
に
お
け
る
流
通
経
済
の
構
造
に
ふ

れ
た
論
考
は
数
多
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
或
は
東
西
市
の
み
に
、
或
は
海
石
榴
市
や
虫
垂
市
ま
た
泉
津
な
ど
の
個
々
の
市
や
交
易
の
要
地
の
み

に
目
を
う
ば
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
全
体
的
に
一
個
の
交
易
圏
と
し
て
統
一
し
て
把
握
す
る
視
角
に
全
く
か
け
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
は

中
央
の
流
通
経
済
が
孕
む
諸
問
題
を
解
き
あ
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
東
西
市
も
含
め
て
交
易
の
要
地
を
個
々
に
と
り
あ
げ
る
の
で

は
な
く
、
中
央
交
易
圏
に
こ
そ
注
意
を
そ
そ
が
ね
ば
な
る
ま
い
。

（3）

律
令
中
央
経
済
と
中
央
交
易
圏

　
つ
ぎ
に
律
令
中
央
諸
官
司
や
官
人
家
の
経
済
は
、
具
体
的
に
中
央
交
易
圏
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

わ
　
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
二
月
十
一
日
の
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
駆
動
帳
嶋
の
つ
ぎ
の
記
載
は
右
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
き
わ
め
て

（重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
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ム
ロ
処
処
尚
比
拾
陸
処
　
庄
山
比
食
…
ム
ロ
十
ニ
ハ
ロ
　
　
屋
冊
四
隠

　
　
山
背
国
三
処

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
網
楽
郡
二
処
　
一
泉
木
歴
丼
薗
地
二
町
　
東
大
路
　
爾
薬
師
寺
木
屋

　
　
　
粥
自
井
一
段
許
退
於
北
大
河
之
限
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ニ
ー
論
ハ
五
七
）

こ
れ
に
よ
り
大
安
寺
と
薬
師
寺
が
泉
津
に
木
屋
（
庄
）
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
が
、
造
東
大
寺
司
も
泉
木
屋
所
を
も
ち
、
宝
亀
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
ち

一
年
目
七
八
0
）
十
二
月
二
五
日
「
西
大
寺
資
財
流
記
帳
」
に
も
「
相
楽
郡
引
々
屋
並
白
紙
」
（
『
慰
楽
遣
文
』
中
巻
四
＝
一
旦
）
と
あ
っ
て
西
大
寺
も

泉
木
屋
を
も
ρ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
ご
と
く
泉
津
は
東
西
市
の
密
接
な
延
長
部
分
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
大
安
寺
、
薬
師
寺
、
東
大

寺
、
西
大
寺
な
ど
の
諸
大
寺
が
木
麗
所
を
も
っ
て
い
た
・
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
泉
津
の
中
央
に
お
け
る
流
通
経
済
に
果
す
役
割
に
各
大
寺

が
対
応
し
た
結
果
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
実
第
1
表
が
示
す
よ
う
に
、
興
福
寺
西
金
堂
、
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
金
堂
の
造
営
の
際
や
、

二
部
大
般
若
経
書
写
の
場
合
に
泉
津
や
泉
木
屋
所
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ω
　
長
屋
王
の
子
、
安
宿
王
の
家
が
摂
津
国
西
成
郡
美
努
郷
と
東
生
郡
某
郷
に
翻
し
た
庄
地
は
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
一
一
）
東
大
寺
へ
売
却
さ

（
⑳

れ
た
。
そ
の
一
部
分
は
さ
ら
に
新
薬
師
寺
に
転
売
さ
れ
た
が
、
こ
の
地
は

　
四
至
束
小
郡
前
西
谷
　
漂
鱒
（
『
東
大
寺
文
需
』
三
一
十
四
）

　
　
　
閥
谷
井
柴
部
伊
波
地
　
北
堀
江
川

と
あ
る
よ
う
に
、
北
は
堀
江
に
面
し
て
い
た
。
新
薬
師
寺
は
こ
れ
に
と
も
な
い
、
東
生
郡
酒
人
遣
御
上
殿
村
に
あ
り
、
や
は
り
堀
江
と
路
に
面

す
る
「
難
波
王
地
」
を
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
に
勅
旨
省
に
売
却
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
安
宿
王
．
家
な
ど
の
王
家
、
勅
旨
省
の

よ
う
な
官
司
そ
れ
に
東
大
寺
、
新
薬
師
寺
と
い
っ
た
官
大
寺
が
難
波
の
堀
江
に
面
し
て
庄
を
入
手
し
、
あ
る
い
は
売
却
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
難
波
に
難
波
京
、
難
波
市
、
難
波
津
が
あ
り
、
瀬
芦
内
水
運
の
一
方
の
起
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
淀
川
や
大
津
、
丹
比
道
に
よ
り
平
城

京
と
連
絡
し
う
る
交
通
、
流
通
経
済
上
の
一
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
天
平
宝
字
六
、
七
年
の
二
部
大
般
若
経
書
写
料
含
綿
の

売
却
地
の
一
つ
に
難
波
が
え
ら
ぜ
れ
、
　
「
難
波
使
」
が
派
遣
さ
れ
た
の
も
故
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
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の
　
ふ
た
た
び
大
安
寺
資
財
帳
に

（　
摂
津
国
一
処

　
　
喬
謙
藩
郷
庄
内
地
薪
、
藩
三
⊥
ハ
毛
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
路
之
限

　
　
西
海
即
船
津

　
　
　
　
　
　
　
南
百
姓
家

と
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
庄
は
北
は
路
、
西
は
船
津
に
面
し
て
い
る
。
こ
れ
も
水
陸
交
通
の
要
地
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
薗
田
香
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

氏
は
庄
卑
下
に
大
安
寺
「
諸
寺
稲
」
が
保
管
さ
れ
、
出
挙
息
利
を
行
な
っ
た
と
推
定
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
わ
た
く
し
は
イ
と
も
考
え
あ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

せ
て
、
大
安
寺
の
庄
の
な
か
に
は
流
通
経
済
に
関
係
を
も
つ
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
は
官
大
寺
一
般
に
も
や

が
て
通
じ
る
は
ず
で
あ
る
。

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

二
　
東
大
寺
は
摂
津
国
画
上
郡
に
水
無
瀬
庄
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ
の
地
は
山
本
、
楠
葉
、
大
原
、
殖
村
各
駅
の
ル
ー
ト
（
第
1
図
）
に
近
接
し
、

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

庄
地
の
西
の
桜
井
付
近
に
大
原
駅
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
岸
俊
男
氏
は
こ
の
庄
の
地
理
的
位
置
に
注
足
し
て
「
庄
園
と
し
て
よ

り
も
産
倉
地
と
し
て
も
・
ぼ
ら
利
用
さ
れ
緬
」
、
」
と
箔
摘
す
る
・
水
無
瀬
庄
は
東
大
寺
の
経
済
に
不
可
欠
で
あ
・
た
の
か
・
後
代
ま
で
存

　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
、
、
、

呈
し
た
。
ま
た
三
た
び
大
安
寺
資
財
帳
に
は
「
山
背
国
三
処
（
中
略
）
乙
訓
郡
一
処
三
山
前
郷
」
（
ニ
ー
六
五
七
）
と
あ
り
、
大
安
寺
も
東
大
寺
と
同

じ
く
山
崎
付
近
に
庄
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
．

）（ホと
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
に
瀬
田
川
の
起
点
付
近
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
さ
き
の
同
寺
領
の
泉
木
屋
所
と
と

も
に
琵
琶
湖
i
瀬
田
川
l
l
轡
3
1
治
川
1
1
・
木
津
川
i
平
城
京
（
西
大
寺
）
の
ル
ー
ト
の
要
点
に
位
置
す
る
。
ま
た
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
三

月
十
七
日
「
造
石
山
院
所
符
案
」
に
は

西
大
寺
資
財
帳
に
は

近
江
国
十
三
巻

六
巻
甕
纂
塞
具
醗
郵
内
印

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
一
巻
　
栗
太
郡
勢
多
庄
図
白
紙
（
寧
楽
遣
文
中
一
四
一
三
）

　
　
同
寺
は
保
良
、
勢
多
二
庄
を
も
っ
て
い
た
が
、
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符
収
納
藁
参
拾
弐
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
右
、
依
二
進
上
員
↓
検
納
已
畢
、
選
外
一
匹
可
レ
負
員
愚
母
、
是
以
准
量
甚
少
負
也
、
宜
承
昌
知
状
納
自
今
以
後
為
レ
令
レ
運
レ
船
、
便
船
津
近
所
二
百
囲
許

　
　
　
ぬ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
　
令
稲
興
撮
一
之
、
以
加
以
晶
今
田
一
僧
都
可
呂
上
坐
一
者
、
傍
枚
虫
正
身
早
速
参
来
、
今
具
状
、
付
帰
島
軍
使
納
故
符
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
典
安
都
宿
禰
　
　
下
道

　
充
馬
賃
銭
｝
日
山
ハ
十
－
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
日
刀
十
♪
U
口
H

　
宜
馬
荷
欠
所
八
囲
必
負
令
送
　
　
　
　
（
十
五
一
一
六
八
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
さ
き
に
か
か
げ
た
「
造
石
山
院
所
銭
令
堂
」
同
日
条
（
五
i
三
五
七
）
と
対
応
す
る
の
で
、
勢
多
庄
領
猪
名
部
枚
虫
あ
て
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
文
書
が
注
意
さ
れ
る
の
は
勢
多
庄
の
地
が
水
陸
路
と
も
に
便
が
よ
く
、
船
津
が
近
く
に
あ
り
し
か
も
「
藁
二
百
囲
許
」

を
収
納
で
き
る
纏
も
整
・
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
点
で
あ
軸
勢
多
庄
は
翫
策
奪
司
の
財
政
に
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
・

勺
　
ま
た
造
東
大
寺
司
は
宇
治
司
所
を
も
っ
て
い
た
。
天
平
宝
字
六
年
七
月
二
三
日
「
造
石
山
院
所
解
」
に
「
自
昌
勢
多
椅
闇
闇
レ
迄
晶
宇
治
椅
（

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

運
昌
榑
一
千
材
一
之
功
食
料
、
充
昌
米
一
十
踏
固
此
国
富
文
所
レ
載
」
　
（
五
－
二
五
六
）
と
あ
り
、
5
「
国
平
文
」
で
は
勢
多
川
の
運
漕
に
あ
た
り
宇
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

橋
が
中
継
点
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
石
山
寺
造
営
工
事
の
残
材
運
漕
時
に
失
っ
た
木
材
の
賠
償
分
は
、
宇
治
津
に
進
上
し
、
そ
こ
か
ら
再
び
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

津
へ
運
漕
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
宇
治
橋
付
近
が
宇
治
津
と
よ
ば
れ
、
瀬
田
川
、
宇
治
川
、
木
津
川
水
系
の
重
要
な
中
継
点
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
い
ま
宇
治
異
所
の
所
在
地
を
示
す
史
料
は
な
い
が
、
こ
の
残
材
運
漕
が
宇
治
番
所
の
責
任
で
行
な
わ
れ
た
の
で
、
宇
治
津
、
宇

治
橋
付
近
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
奈
良
時
代
の
宇
治
橋
の
位
置
は
、
大
和
の
上
中
下
三
道
の
北
へ
の
延
長
で
あ
る
山
城
路
が
宇
治
川
を
渡
る

地
点
、
す
な
わ
ち
現
在
の
宇
治
橋
あ
た
り
と
み
る
の
が
も
っ
と
も
自
然
で
あ
り
、
宇
治
節
所
も
こ
の
付
近
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

の
　
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
二
月
十
一
日
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
に
列
挙
さ
れ
た
庄
の
な
か
に
「
右
京
九
条
二
十
」
に
所
在
し

（た
も
の
の
あ
っ
た
こ
と
も
大
切
で
あ
る
（
二
一
六
一
八
）
。
こ
の
庄
に
は
水
田
・
園
地
・
山
野
な
ど
が
付
属
せ
ず
、
た
だ
倉
屋
の
み
が
あ
っ
た
ら

し
い
。
こ
の
地
は
平
城
京
西
市
の
真
南
に
あ
た
り
、
あ
た
か
も
造
東
大
寺
司
の
西
市
庄
と
同
様
の
機
能
を
果
し
た
庄
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
法

隆
寺
は
こ
の
庄
を
通
じ
て
京
の
市
で
交
易
を
行
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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　チ
　
最
後
に
吉
田
聖
賢
が
製
菓
大
寺
司
の
交
易
機
構
と
し
て
、
庄
の
ほ
か
に
交
易
使
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
氏
は
天
平

（宝
五
六
、
七
年
の
二
部
大
般
若
経
書
写
時
の
難
波
交
易
使
を
例
に
あ
げ
、
さ
ら
に
上
馬
養
や
下
道
主
の
東
西
市
で
の
購
入
や
舎
人
等
に
よ
る
日

常
的
な
交
易
活
動
も
広
義
の
交
易
使
に
含
め
、
さ
ら
に
交
易
使
が
弾
力
的
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
三
雲
山
で
の
檜

皮
購
入
（
十
五
⊥
一
六
四
）
、
市
領
を
通
じ
て
の
購
入
な
ど
も
交
易
使
を
利
用
し
た
例
に
あ
た
り
、
こ
の
使
が
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
以
上
イ
か
ら
チ
の
諸
々
の
例
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ
ら
か
ら
王
親
・
貴
族
・
上
級
宮
人
・
諸
司
・
官
大
寺
は
東
西
市
を
は
じ
め
と
す
る
流
通
経

　
　
　
！
蛋
～
　
　
　
　
　
（

済
の
結
節
点
（
東
西
市
の
延
長
部
分
）
に
庄
を
配
置
し
、
別
に
各
地
に
随
時
交
易
使
を
派
遣
し
て
い
た
こ
と
が
帰
結
さ
れ
る
。
こ
れ
は
王
親
・
貴

族
・
上
級
官
人
・
諸
司
・
官
大
寺
が
前
述
の
構
造
を
も
つ
中
央
交
易
圏
に
対
応
し
て
自
ら
の
流
通
機
構
を
整
備
し
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い

る
。
さ
き
に
東
西
市
や
そ
の
延
長
部
分
で
物
資
の
売
買
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
中
央
の
諸
司
諸
家
は
財
政
運
用
に
あ
た
っ
て
、

東
西
市
や
累
損
の
み
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
各
地
に
配
置
さ
れ
た
庄
や
交
易
使
を
利
用
し
て
、
中
央
交
易
圏
に
お
い
て
実
現
す
る

流
通
経
済
に
適
応
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
書
田
書
評
が
造
東
大
寺
司
の
交
易
機
構
の
柱
を
庄
と
交
易
使
に
求
め
た
こ
と
自
体
は

き
わ
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
造
東
大
寺
司
が
こ
の
二
つ
の
柱
を
駆
使
し
て
前
述
の
中
央
交
易
圏

に
対
応
し
て
い
た
点
を
み
お
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
庄
の
活
用
と
交
易
使
の
派
遣
は
、
中
央
交
易
圏
の
構
造
に
規
定
さ
れ
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

も
は
や
中
央
官
司
・
官
大
寺
・
諸
官
人
家
の
財
政
を
考
え
る
う
え
で
中
央
交
易
圏
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

①
布
司
の
初
見
は
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
三
月
甲
申
条
に
「
罷
・
薬
司
要
路
津
済

　
渡
子
之
調
賦
晒
給
罰
与
田
地
一
」
と
み
え
る
も
の
で
、
つ
い
で
陶
豊
明
五
年
是
歳
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ

　
に
も
「
又
高
麗
諸
人
、
持
二
羅
皮
㎜
枚
｛
称
其
虚
日
、
綿
六
十
斤
、
市
司
咲
而
避

　
去
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
七
世
紀
中
葉
に
は
「
市
司
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

　
る
が
、
の
ち
の
東
西
市
司
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

②
福
山
敏
男
「
奈
良
隣
代
に
於
け
る
興
福
寺
丙
金
堂
の
造
営
」
、
「
奈
良
時
代
に
於

　
け
る
法
華
寺
の
造
営
」
、
「
奈
良
塒
代
に
於
け
る
石
山
寺
の
造
営
し
　
（
と
も
に
『
旧

　
本
建
築
史
の
研
究
隔
）
、
吉
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」
　
（
前
掲
）

③
吉
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」
（
前
掲
）

④
饗
老
関
市
令
同
属
条
、
毎
騨
立
二
条
、
官
私
権
衡
条
、
用
金
条
、
売
奴
碑
条
、

　
出
売
条
、
在
市
条

⑤
神
亀
五
年
、
外
五
位
の
興
販
が
認
め
ら
れ
た
（
『
類
聚
三
代
格
』
同
年
三
月
二

　
八
日
窟
奏
）
。

⑥
福
山
敏
男
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
』
（
前
掲
）
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⑦
　
そ
の
ほ
か
つ
ぎ
の
記
載
も
み
え
る
。
　
（
注
⑨
⑪
⑫
と
も
に
重
複
分
は
省
略
）

　
　
剛
景
波
多
締
い
十
枚
各
摂
八
尺
広
二
管
厚
　
寸
半

　
　
　
置
銭
三
百
文
枚
別
惜
文

　
　
　
　
へ
　
　
　
で

　
　
　
自
泉
津
運
車
一
両
　
賃
銭
珊
一
　
文
（
一
－
五
五
八
）

　
　
買
燭
松
言
五
枝
蔑
六
夏
＋
三
三
三
三
蚊
文

　
　
　
　
う
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
禍
難
津
運
車
五
両
　
賃
銭
一
百
六
十
五
文
車
別
冊
三
文
（
一
－
五
五
九
）

⑧
福
山
敏
男
「
奈
良
晦
代
に
於
け
る
法
華
寺
の
造
営
」
（
前
掲
）
、
氏
は
こ
の
文
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　
　
　
「

　
の
日
付
を
天
平
宝
字
四
年
十
二
月
三
〇
日
と
推
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
る
　
　
も
　
　
へ

⑨
六
十
文
自
広
瀬
村
亡
霊
山
菜
駄
三
匹
賃
（
十
六
－
二
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
七
貫
三
首
文
買
伊
賀
山
川
津
雑
材
二
百
異
聞
（
十
穴
－
二
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ぬ

　
　
二
貫
三
銘
文
買
丹
波
山
用
田
雑
材
二
百
五
十
藩
命
（
十
穴
1
二
八
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
た
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ

　
　
七
貫
五
衝
珊
七
文
買
高
嶋
山
少
川
津
雑
材
九
百
五
十
五
物
（
十
穴
－
二
八
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
へ

　
　
五
十
九
貫
四
百
辮
八
文
買
置
戦
馬
材
一
千
九
百
三
物
忌
（
十
六
一
二
八
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
二
貫
三
百
五
文
買
生
馬
鷹
山
垣
料
架
二
千
三
三
五
技
直
（
十
六
－
二
九
〇
）

⑩
　
福
山
敏
男
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
石
山
寺
の
造
営
」
　
（
前
掲
）

⑪
三
月
）
五
日
収
納
棉
榑
二
百
七
＋
ご
称

　
　
　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
右
自
高
嶋
山
買
、
勝
屋
主
進
上
、
依
員
検
納
如
件

　
　
又
収
納
橿
糖
二
百
五
材
破
五
　
↑
朱
筆
略
）

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
右
自
伊
賀
山
買
、
右
兵
衛
物
部
東
人
進
上
、
依
員
検
納
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
－
二
一
ハ
一
二
）

　
　
九
日
収
納
檜
皮
五
十
五
囲
　
運
雇
夫
十
九
人

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
右
自
三
雲
山
買
、
履
兵
衛
物
部
東
人
進
上
、
附
箋
足
人
、
令
運
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
・
五
1
一
工
ハ
四
）

　
　
（
四
月
二
四
日
）

　
　
（
朱
合
点
略
）
　
　
　
　
（
朱
筆
）

　
　
又
収
納
檜
皮
壱
百
参
麗
コ
所
遣
L

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
霜
盛
大
石
山
秦
足
人
買
進
上
、
且
依
貴
検
納
如
件
（
十
五
－
二
八
三
）

⑫
　
　
（
三
月
）
十
三
日

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ

　
　
　
四
貫
文
同
山
作
買
雑
材
漕
運
料
付
島
守
金
弓
（
五
一
三
五
六
）

　
　
（
四
月
二
七
臼
）

　
　
（
朱
筆
V

　
　
「
惣
附
秦
足
人
下
銭
五
貫
二
百
九
十
九
文
　
買
檜
皮
四
百
十
四
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
三
囲
別
十
二
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
百
惜
一
囲
別
十
三
文

　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
へ

　
　
　
　
右
自
大
石
山
、
足
人
＃
飽
波
主
人
轡
型
遣
、
惣
　
所
収
納
如
件
、
但
日
無

　
　
　
　
下
勾
耳
」
　
（
五
一
三
六
二
）

　
　
入
｛
ハ
月
）
　
廿
｛
ハ
日
下
銭
蹄
伯
文
鍋
無
月
内
証
皮
冊
川
囲
岡
糞
下
隅
別
十
文
．

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
　
右
自
田
上
材
買
学
士
件
使
丸
豪
男
公
（
十
五
一
四
四
九
）

⑬
　
松
平
年
一
「
官
写
経
研
の
用
度
綿
売
却
に
関
す
る
一
考
察
一
襲
下
期
に
於
け

　
る
」
」
　
（
「
麗
史
地
理
」
六
二
」
六
）
、
伊
愉
ハ
弥
之
助
、
「
奈
良
時
代
の
商
業
及
び

　
商
人
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
、
横
田
拓
実
「
灰
平
宝
字
六
年
に
お
け
る
造
東
大
寺
司

　
写
経
所
の
財
政
」
（
前
掲
）
、
古
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」
（
前
掲
）
、
鬼
頭
清
明

　
「
八
、
九
世
紀
に
お
け
る
出
挙
銭
の
存
在
形
態
」
　
（
前
掲
）

⑭
難
波
の
場
A
口
斐
平
筆
六
年
の
「
売
嚇
畷
熊
一
、
＝

　
　
　
　
　
売
二
百
五
十
三
屯
嶽
十
六
貫
圏
出
惜
五
貫
文
略
別
六
十
五
文

　
　
一
孟
租
布
護
醍
無
言
墨
画
臨
長
期
圭
軍
団
↑
茜
）
、

　
　
　
　
　
返
上
七
百
冊
七
屯

　
と
あ
り
、
綿
一
千
屯
、
租
布
五
段
を
売
却
す
べ
き
と
こ
ろ
、
実
際
に
う
れ
た
の
は

　
二
査
、
三
屯
h
四
段
で
あ
り
、
残
り
は
返
上
さ
れ
た
。
：
　
　
　
　
ド
ピ
ー

⑮
岸
俊
男
「
京
城
の
想
定
と
藤
原
京
条
坊
制
」
（
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物

　
調
査
会
報
告
二
五
『
藤
原
京
』
）
、
「
古
道
の
歴
史
」
、
「
飛
鳥
か
ら
平
城
へ
」
（
と
も

　
．
に
『
古
代
の
日
本
』
5
）
、
．
「
大
和
の
古
道
」
　
（
『
目
本
古
文
化
論
孜
』
）
、
　
「
難
波

　
一
大
恥
古
道
略
考
」
λ
『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
国
史
論
集
』
）
、
「
飛
鳥
と
方
格

　
地
劉
」
　
（
「
史
林
」
五
三
一
四
）
、
以
下
こ
れ
ら
の
論
考
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

　
が
、
繁
…
を
さ
け
て
そ
の
都
度
注
記
し
な
か
っ
た
。

⑯
　
高
橋
誠
一
氏
は
海
石
榴
市
の
位
置
を
、
奈
良
県
㎞
桜
井
市
三
輪
上
古
｝
、
金
屋
上
蒲
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奈良時代の流通経済（栄原）

　
暉
と
す
る
へ
「
古
代
手
工
業
の
歴
史
地
理
学
峰
考
察
…
窯
業
を
中
心
と
し
て

　
…
…
」
　
「
史
林
」
五
四
一
五
）
。

⑰
　
岸
俊
男
「
大
神
の
古
道
」
　
（
前
掲
）

⑳
　
養
老
職
員
令
摂
津
職
条
に
「
市
塵
」
が
み
え
、
『
続
日
本
紀
』
延
暦
三
年
五
月

　
癸
未
条
に
「
従
属
難
波
市
粥
道
椚
南
行
」
と
あ
る
。

⑲
　
　
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
六
に
は
紀
ノ
川
ぞ
い
の
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
謡
が
あ

　
り
、
　
「
大
和
園
内
市
」
の
存
在
を
つ
た
え
る
。

⑳
延
喜
兵
部
省
式
で
は
「
紀
伊
国
駅
馬
艦
㌔
太
」
と
す
る
が
、
賀
太
駅
は
義

　
日
本
紀
』
大
宝
二
年
正
月
戊
寅
条
に
み
え
る
賀
施
駅
と
同
一
で
あ
ろ
う
。
　
『
日
本

　
後
紀
』
弘
仁
二
年
八
月
丁
丑
条
に
「
廃
二
紀
伊
国
萩
原
、
名
草
、
賀
太
三
婆
晒
以
二

　
不
要
一
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
以
前
に
三
山
が
活
動
し
た
こ
と
を
示
す
。
　
翌
弘
仁
三

　
年
に
は
「
廃
二
紀
伊
国
名
草
駅
↓
更
酸
二
萩
原
駅
こ
と
あ
る
（
『
日
本
後
紀
』
岡
年

　
四
鶏
了
未
条
）
。

⑳
　
岸
俊
男
「
紀
氏
に
関
す
る
一
試
考
」
，
（
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
）
一

㊧
　
足
利
健
亮
¶
恭
仁
京
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
第
一
報
」
（
「
史
林
」
五
聖
ー
童
）
、

　
岸
俊
男
「
大
和
の
古
道
」
　
（
前
掲
）

餐
　
　
『
臼
本
田
紀
』
延
暦
二
三
年
六
月
呂
巳
条
に
「
淳
二
山
城
国
山
科
駅
｛
加
二
近

　
江
国
勢
多
駅
馬
数
こ
と
あ
る
の
で
、
　
こ
れ
以
前
に
す
で
に
両
駅
が
あ
っ
た
こ
と

　
が
わ
か
る
。
延
喜
兵
部
省
一
式
に
山
科
駅
は
み
え
ず
、
勢
多
駅
馬
三
十
疋
（
林
本
京

　
本
は
四
十
疋
）
と
み
え
る

㊧
直
木
孝
次
郎
「
平
城
遷
都
と
駅
の
新
設
」
　
（
「
続
日
本
紀
研
究
」
㎝
五
八
号
）

⑳
　
銭
貨
の
流
通
に
つ
い
て
は
別
に
論
ず
る
予
定
。
な
お
拙
稿
「
律
令
国
家
と
銭
貨

　
－
功
直
銭
給
を
め
ぐ
っ
て
i
」
（
「
臼
本
史
研
究
」
一
ニ
ゴ
…
号
）
参
照
。

⑳
　
天
平
勝
宝
四
年
正
月
十
四
日
「
安
宿
王
家
牒
案
」
、
天
平
宝
字
四
年
十
一
月
十

　
八
日
「
東
大
寺
三
綱
牒
案
」
　
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
東
大
寺
文
書
一
鳳
巻
十
一
二
、

　
十
六
頁
、
以
下
東
大
寺
三
－
十
一
二
な
ど
）
。
　
な
お
安
一
宿
王
は
天
平
勝
宝
元
年
・
八
月

　
に
中
務
大
輔
と
な
り
、
岡
三
年
正
月
に
従
四
位
上
か
ら
正
五
位
下
に
進
み
、
同
五

　
年
四
月
に
播
磨
守
と
な
ウ
た
（
い
ず
れ
も
『
続
日
本
紀
』
）
α
母
は
藤
原
太
政
大
園

　
（
不
比
等
）
の
女
（
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年
十
月
丙
戌
ハ
条
）
。

⑱
　
神
護
景
雲
三
年
九
月
十
｝
狽
「
香
山
薬
師
寺
鎮
三
綱
牒
案
」
　
（
東
大
寺
三
一
十

八
）
「
合
地
響
弐
鑑
忘
潮
鵜
綴
鵜
江
筆
路
」
な
お
・
れ
ち
の
売

　
買
に
つ
い
て
は
滝
川
政
次
郎
「
難
波
に
お
け
る
観
官
の
藩
論
と
大
江
殿
」
（
『
西
田

　
先
生
頒
寿
記
念
日
本
古
代
史
論
叢
転
）
参
照
。
た
だ
し
新
薬
師
寺
が
勅
旨
省
に
売

　
却
し
た
土
地
　
（
東
生
郡
酒
人
郷
）
　
は
、
東
大
寺
か
ら
同
寺
へ
売
却
さ
れ
た
土
地

　
（
西
成
郡
美
姫
郷
蹴
ど
犀
一
で
は
な
い
。

㊧
　
薗
田
香
触
　
「
出
挙
－
天
平
か
ら
延
喜
ま
で
ー
ー
」
　
（
『
律
令
國
家
の
基
礎
構

　
造
臨
）

⑳
　
天
平
勝
宝
八
歳
十
二
月
十
六
碍
「
摂
津
国
島
上
郡
水
無
瀬
荘
絵
図
」
お
よ
び
搬
ハ

　
書
（
四
一
二
〇
八
）

⑳
　
直
木
孝
次
郎
「
平
城
遷
都
と
駅
の
新
設
」
　
（
前
掲
）

⑫
　
岸
俊
男
『
図
説
日
本
文
化
史
大
系
』
3
、
　
「
社
会
・
経
済
」

⑬
　
た
と
え
ば
平
安
遺
文
四
六
二
二
号
、
安
元
二
年
　
（
一
一
七
六
）
二
月
二
九
日

　
「
摂
津
国
水
成
瀬
荘
司
藤
井
安
吉
解
」

⑭
　
こ
の
ほ
か
五
一
四
〇
一
、
十
六
－
一
｝
○
に
も
「
買
麗
」
の
記
載
が
み
え
る
。

　
　
福
山
敏
男
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
石
山
寺
の
造
営
卜
（
前
掲
）
は
勢
多
橋
辺
に

　
近
江
國
司
名
で
掲
示
さ
れ
た
公
定
の
材
木
運
漕
費
と
す
る
。

⑳
　
天
平
宝
字
六
年
八
月
二
六
日
「
土
師
石
国
等
解
」
　
（
五
－
二
七
一
）

⑰
　
天
平
宝
字
六
年
九
月
十
七
日
「
高
島
山
勢
解
」
　
（
五
一
二
八
三
）

⑱
　
吉
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」
、
（
前
掲
）
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D
地
方
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
古
く
律
令
時
代
以
前
に
お
い
て
も
、
人
々
が
多
く
あ
つ
ま
る
と
こ
ろ
に
は
自
然
発
生
的
な
市
が
存
在
し
た
（
こ
の
よ
う
な
市
を
以
下
地
方
市
と
よ

ぶ
）
。
つ
ぎ
の
三
例
は
そ
の
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
茨
城
郡
高
浜
条

　
夫
此
地
者
　
芳
菲
嘉
辰
　
揺
落
涼
候
　
命
レ
門
口
向
　
乗
レ
舟
以
游
　
春
則
浦
花
千
彩
　
秋
是
勲
労
百
色
　
開
呂
歌
隠
構
野
頭
一
　
覧
昌
僻
論
於
渚
干
一
　
社
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
へ

　
漁
嬢
　
逐
呂
浜
洲
一
以
輻
湊
　
商
賢
農
夫
　
棟
昌
肺
艦
】
而
往
来

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
忌
部
神
戸
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
川
辺
出
レ
湯
　
嵐
湯
所
レ
在
兼
扁
海
陸
一
勿
男
女
老
少
　
或
道
路
瀦
駅
　
或
海
中
沿
レ
洲
　
日
集
成
レ
市

　
『
嵐
雲
国
風
土
記
』
嶋
根
郡
朝
酌
促
戸
渡
条

　
朝
酌
三
戸
渡
　
東
有
二
通
道
一
目
有
㎡
平
原
一
中
央
渡
　
則
笠
田
盤
東
西
一
春
秋
入
出
　
大
小
雑
魚
　
臨
レ
時
来
湊
　
笙
幕
無
駆
　
風
圧
水
衝
　
或
破
二
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
・
　
、
　
、
　
、
①

　
笙
一
或
製
晶
日
膿
一
於
レ
是
被
レ
捕
　
大
小
雑
漁
　
浜
諜
家
闘
　
市
人
四
集
　
自
然
成
レ
郵
婁

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
高
浜
は
景
勝
の
地
、
忌
部
神
戸
は
温
泉
、
里
勝
促
戸
は
よ
い
漁
場
で
あ
っ
た
た
め
そ
れ
ぞ
れ
人
々
が
多
く
あ
つ
ま
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
結
果
、
朝
酌
促
芦
の
例
が
明
示
す
る
よ
う
に
「
市
人
」
　
「
商
賢
」
が
四
方
か
ら
あ
つ
ま
り
自
然
に
地
方
市
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
注
昌
さ
れ
る
の
は
こ
れ
ら
の
地
方
市
が
成
立
す
る
契
機
が
景
勝
の
地
、
温
泉
、
漁
場
な
ど
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
こ
に
地
方
市
の
性
格

が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
方
市
は
非
政
治
的
契
機
に
よ
っ
て
自
然
に
成
立
し
た
の
で
あ
り
、
上
か
ら
政
治
的
に
設
定
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。
地
方
市
は
、
京
の
東
西
市
を
典
型
と
す
る
官
市
－
政
治
的
市
と
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
三
史
料

は
い
ず
れ
も
多
く
の
入
端
や
寝
入
が
外
部
か
ち
入
り
こ
ん
で
く
る
．
丸
と
を
示
し
て
い
る
。
忍
受
同
称
は
「
商
賢
」
　
「
満
人
」
に
よ
っ
て
結
顎
態
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れ
た
の
で
あ
り
、
郵
時
の
共
同
体
成
員
の
生
活
に
密
着
す
る
流
通
経
済
は
、
各
共
同
体
を
結
ぶ
彼
ら
「
商
竪
」
　
「
市
人
」
な
ど
の
行
商
人
帥
活

動
を
媒
介
と
し
、
彼
ら
が
集
ま
る
地
方
市
に
お
い
て
営
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
各
共
同
体
は
各
々
こ
と
な
っ
た
自
然
的
条
件
の
も
と
で
存

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
物
の
交
換
は
不
可
欠
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
地
方
市
の
成
立
も
不
可
避
で
あ
っ
た
。
在
地
に
お
け
る
手
工

業
生
産
の
発
展
と
流
通
経
済
の
進
展
に
と
も
な
い
、
地
方
市
に
お
け
る
交
換
は
生
産
物
交
換
か
ら
商
品
交
換
へ
と
主
体
を
う
つ
し
て
い
く
。
そ

こ
に
後
世
へ
発
展
す
る
市
の
原
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻
国
府
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
養
老
関
市
廷
丁
難
立
標
条
に
は
「
凡
市
、
毎
レ
濫
立
レ
標
題
昌
行
名
ハ
市
司
准
二
貨
物
時
価
（
為
二
三
等
ハ
十
日
為
二
薄
ハ
在
レ
市
案
記
、
季
別

各
自
亀
本
司
こ
と
あ
り
、
市
司
は
佑
価
の
薄
を
季
別
に
「
本
司
」
に
提
出
す
る
規
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
義
解
は
「
本
司
」
に
つ
い
て
、
　
「
本
司

　
　
　
　
　
も
　
　
へ

者
、
京
職
及
国
司
」
と
い
う
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
令
集
解
は
関
市
令
を
欠
き
、
し
か
も
本
条
の
逸
文
も
購
い
出
さ
れ

な
い
の
で
大
宝
令
の
相
当
条
文
に
「
本
司
」
の
語
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
断
言
で
き
ず
、
ま
た
た
と
え
存
在
し
た
と
し
て
も
諸
明
法
家
が
い
か
な

る
注
釈
を
加
え
た
か
全
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
さ
き
の
令
義
解
の
注
釈
は
、
令
義
解
編
纂
時
の
現
状
に
も
と
づ
い
て
解
釈
さ
れ
た

も
の
、
ま
た
は
現
実
を
は
な
れ
た
全
く
の
法
理
聖
上
の
解
釈
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
一
顧
だ
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
確
た
る
理
由
も
ま
た

存
在
し
な
い
。
関
市
令
は
、
延
喜
東
西
市
司
式
が
京
の
東
西
市
の
み
を
対
象
と
し
た
の
と
異
な
り
、
関
市
一
般
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
そ
れ
ゆ

え
さ
き
の
令
義
解
の
解
釈
か
ら
、
国
司
を
本
司
と
す
る
市
司
の
存
在
を
予
想
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
当
然
そ
の
市
司
が
管
轄
す
る

市
の
存
在
を
も
同
時
に
予
想
し
う
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
わ
た
く
し
は
、
い
く
つ
か
の
具
体
例
を
あ
げ
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

　イ
　
ま
ず
和
泉
國
府
の
場
合
で
あ
る
。
同
国
府
は
現
在
の
和
泉
市
府
中
に
あ
っ
た
が
、
藤
岡
謙
二
郎
属
は
第
2
図
A
B
C
D
の
五
町
域
を
国
府

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

域
、
P
地
区
を
国
庁
地
区
と
す
る
。
こ
の
P
地
区
に
隣
接
す
る
「
市
の
辺
」
を
米
倉
二
郎
氏
は
国
府
に
お
け
る
市
の
遺
祉
と
し
て
い
る
。

朗
　
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
周
防
国
府
の
場
合
で
あ
ろ
う
。
一
九
六
一
～
四
年
の
緊
急
学
術
調
査
の
結
果
・
国
府
設
置
当
時
の
海
岸
地
形
と

（字
名
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
「
市
田
」
の
小
字
名
が
あ
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
る
ま
い
。
こ
の
字
は
方
八
丁
の
国
府
域
の
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き
出
さ
れ
た
事
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
つ
ぎ
の
近
江
国
府
の
場
合
は
、

例
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
前
二
者
の
よ
う
に
國
府
域
内
に
帯
に
関
係
す
る
地
名
は
残
存
し
て
い
な
い

に
小
字
「
市
ノ
辺
」
と
い
う
地
名
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
ρ
こ
こ
は
現
在
大
津
布
瀬
田
橋
本
町
に
属
し
、

て
い
る
。
旧
東
海
道
は
こ
の
地
点
の
す
ぐ
北
側
で
瀬
田
橋
を
渡
り
、
．
そ
の
後
東
北
方
向
に
道
を
と
り
国
府
に
入
っ
て
い
る
・

の
地
は
瀬
田
川
に
も
面
す
る
が
、
前
述
の
「
倒
懸
文
偏
に
よ
る
公
定
運
漕
料
金
は
勢
多
橋
か
ら
宇
治
橋
ま
で
の
区
間
で
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で

（
五
1
二
五
六
）
、
小
字
「
市
ノ
辺
」
の
す
ぐ
北
、
現
在
の
瀬
田
唐
橋
の
位
置
に
勢
多
橋
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
　
「
市
ノ
辺
」
　
は
水
運
上
の
要
地

と
も
な
る
。
こ
の
よ
う
に
「
布
ノ
辺
偏
の
周
辺
に
想
定
さ
れ
る
「
市
」
は
水
墨
交
通
上
の
要
地
に
存
在
し
、
近
江
国
府
と
逃
慨
す
る
と
と
も
に
、

　
一
町
分
に
合
致
し
、
国
府
域
の
南
端
中
央
の
朱
雀
路
に
面
す
る
地
点

　
に
あ
り
、
平
城
京
東
西
市
と
位
置
的
に
大
差
な
い
。
し
か
も
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
面
し
て
多
々
良
浜
に
そ
そ
ぐ
川
が
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
一
二
図
）
。

　
あ
た
か
も
平
城
京
の
東
西
市
上
に
堀
川
が
存
在
し
た
こ
ど
と
符
合
す

　
る
。
周
防
鼠
府
趾
は
東
大
寺
領
と
し
て
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
ま
で

、
存
続
し
た
の
で
、
・
地
名
も
後
世
に
変
化
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ

　
の
よ
う
な
合
致
は
、
小
字
「
市
田
」
の
名
称
そ
の
も
の
と
位
置
に
関

。
し
て
は
そ
胸
を
考
慮
に
入
れ
6
必
要
が
な
い
ご
と
を
暗
に
示
し
て
い

　
よ
う
。
，
八
木
三
品
も
す
で
に
「
周
防
国
府
域
の
南
端
に
小
字
名
と
し

　
て
現
存
す
る
『
市
田
』
は
、
も
し
や
国
府
市
の
存
在
を
物
語
る
手
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
か
り
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
の
推
測
を
下
し
て
い
る
。

　
の
．
以
上
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
歴
史
地
理
学
的
方
法
に
よ
っ
て
導

　
（

奈
良
時
代
の
文
献
史
料
の
裏
付
け
が
あ
る
点
で
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
し
か
し
国
府
の
西
南
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
市
街
地
の
中
心
部
を
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
4
図
）
。
ま
た
こ
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瀬
田
川
水
運
と
も
結
合
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
歴
史
地
理
学
的
に
み
て
も
、
明
ら
か
に
近
江
国
府
と
「
市
」
と
は
密
接
な
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
つ
ぎ
の
二
史
料
が
存
在
す
る
。

　
　
（
山
脱
）

造
石
院
所
解
申
可
障
作
物
事

　
一
進
上
三
三
伯
文
　
染
伍
夕
許
丼
墨
縄
等
可
レ
買
価
．
　
・
・
「
　
　
　
．
　
　
　
・
、
・
　
　
　
　
．
．
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
右
、
為
レ
塗
＝
雑
釘
↓
不
レ
得
昌
此
市
買
求
嚇
佃
令
昌
買
進
上
一
如
レ
件
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
（
中
略
）
‘

　
　
　
　
右
、
条
三
等
、
附
昌
弓
削
伯
万
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可
符
　
庄
領
猪
名
部
枚
虫
阿
刀
乙
万
呂
等

石
山
院
物
盗
≧
人
所
レ
縛
可
二
勘
問
【
事

　
右
、
離
日
彼
院
三
綱
状
一
面
、
以
昌
今
月
十
九
日
輔
件
院
野
寺
造
寺
料
物
所
レ
盗
≧
人
縛
、
此
外
令
レ
勘
昌
問
疑
諸
人
一
且
、
宜
承
晶
知
此
条
↓
早
速
院
家
参
向
、
勘
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
問
勝
軍
人
肉
随
二
所
レ
薫
物
一
令
レ
出
耳
之
、
若
国
府
及
市
司
等
軸
レ
用
扁
於
状
昌
申
遣
耳
、
価
差
昌
雇
夫
建
部
浄
万
呂
一
且
レ
使
、
発
遣
如
件
、
今
具
働
事
状
↓
故
符

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
典
安
都
宿
禰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
年
閏
十
二
月
廿
三
臼
（
五
－
三
三
三
）

前
老
の
「
造
石
山
院
所
解
」
は
、
漆
と
墨
縄
を
「
燕
市
」
「
で
買
い
求
め
え
な
い
の
で
、
代
金
の
銭
一
〇
〇
文
を
「
進
上
」
し
て
買
わ
し
め
る
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
係
し
て
「
造
石
山
寺
所
器
用
緩
」
の
つ
ぎ
の
記
載
が
注
意
さ
れ
る
。

　
（
七
月
）
三
日
（
中
略
）

　　

ｴ
銭
玖
婁
軽
鑛
慰
難
弦
三
香
直

　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
へ

　
　
右
、
自
昌
奈
良
輔
附
昌
弓
削
伯
万
呂
一
買
来
、
検
納
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
典
安
都
宿
禰
　
下
道
主
（
五
⊥
二
六
三
）

両
者
の
欝
血
の
相
違
は
、
使
者
に
託
し
た
額
と
、
実
際
に
用
い
た
額
の
差
で
あ
ろ
う
。
七
月
二
日
出
発
、
三
日
検
納
と
い
う
日
付
の
適
合
性
、

品
目
、
使
老
の
一
致
か
ら
み
て
、
両
史
料
が
一
対
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
と
す
る
と
造
石
山
院
所
は
漆
と
墨
縄
を
「
此
市
」
の
か

わ
り
に
「
奈
良
」
で
購
入
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
此
市
」
は
奈
良
で
は
な
く
造
石
山
院
所
の
近
く
に
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
後
者
の
史
料
は
、
石
山
院
三
綱
の
状
を
う
け
た
造
東
大
寺
司
が
、
勢
多
庄
司
に
下
し
た
符
で
あ
る
。
内
容
に
は
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
こ
の

盗
犯
が
京
職
で
は
な
く
「
国
府
」
の
管
轄
範
囲
内
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
　
「
国
府
」
は
近
江
国
府
で
あ
ろ
う
。
　
「
市
司
」
は
保
良

京
の
も
の
か
近
江
国
府
の
も
の
か
問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
事
件
が
国
府
の
管
轄
範
囲
内
で
起
っ
た
ら
し
い
点
や
、
「
京
職
及
市
司
」
と
な
く
「
国

府
及
市
司
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
者
と
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
と
す
る
と
近
江
国
の
場
合
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
国
府
域
内
で
は
な
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い
に
し
て
も
、
そ
こ
に
達
す
る
幹
線
道
路
の
近
く
に
「
市
」
が
あ
り
、
し
か
も
蹄
市
司
」
が
存
在
し
、
市
を
管
轄
し
た
と
い
う
、
き
わ
め
て
重

要
な
事
実
が
導
き
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
さ
き
の
令
義
解
の
解
釈
を
現
実
に
う
ら
づ
け
て
い
る
で
は
な
い
か
。
し
か
し
国
府
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
市
司
は
ほ
か
に
全
く
類
例
を
み
な
い
。
し
た
が
っ
て
近
江
の
み
の
特
殊
例
か
、
一
般
化
し
う
る
の
か
い
ま
だ
確
認
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
以
上
イ
和
泉
、
昌
周
防
、
ハ
近
江
の
場
合
を
と
り
あ
げ
、
国
府
域
内
ま
た
は
周
辺
に
市
が
存
在
し
た
こ
と
を
の
べ
た
。
西
村
真
次
氏
は
一
般

　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

的
に
の
べ
た
に
す
ぎ
な
い
が
す
で
に
こ
の
点
を
示
唆
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
国
府
と
密
接
に
関
係
す
る
市
を
、
さ
き
ほ
ど
の
自
然
発
生
的
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
政
治
的
な
、
生
産
物
交
換
を
主
と
す
る
「
地
方
市
」
と
区
別
し
て
、
　
「
国
府
市
」
と
よ

奈良時代の流通経済（栄原）

国　名1市に関する地名

第2表

國　名i市に関する地名

　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
村
日
　
　
　
　
　
口

　
　
　
川
　
　
市
三
　
　
　
　
　
田

　
　
　
市
　
　
　
，
p
　
　
　
　
市

　
　
　
レ
　
場
市
市
　
　
　
　
　
，

市
市
場
郷
場
市
津
津
　
田
　
　
郷

日
日
市
之
　
府
深
深
　
　
　
　
田

四
二
府
布
市
国
④
㈲
市
市
市
市
市

渡
後
馬
磨
武
前
後
芸
防
路
前
後

佐
丹
但
播
美
備
備
安
周
淡
豊
肥

14

P5

P6

P7

P8

P9

Q0

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

（d）市川，（P）古市

会賀田

市の辺

市場
安倍市

市川
市川
市川
市ノ辺

市揚
市川
市ケ淵

上市

城
内
泉
心
血
蔵
総
隠
江
濃
蝋
燭
前

山
河
和
伊
駿
武
下
常
近
美
陸
若
越

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3

ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
し
か
し
国
府
市
の
存
在
が
限
ら
れ
た
国
々
の
み
な
の
か
、
そ
れ
と
も
金
国
的
な
の
か
は

以
上
か
ら
で
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
現
在
国
府
肚
付
近
に
市
に
関
係
す
る
地
名
が
残
存

す
る
例
を
つ
ぎ
に
書
し
て
み
㌔
（
第
2
表
）
・
旧
套
一
五
ケ
国
に
わ
だ
り
国
府
域
内
ま

た
は
そ
の
近
辺
に
市
の
痕
跡
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
た
と
え
ば
伊
勢
、
美

濃
、
但
馬
、
美
作
、
備
前
の
よ
う
に
市
場
と
い
う
地
名
で
残
っ
て
い
る
場
合
、
ま
た
佐
渡
、

丹
後
、
備
後
㈲
の
よ
う
に
三
日
市
、
四
日
市
の
よ
う
な
名
称
が
検
出
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
後
世
の
市
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
、
簡
単
に
「
国
府
市
」
の
痕
跡
と
す
る
こ
と

は
問
題
が
多
い
。
し
か
し
た
と
え
後
世
の
も
の
と
し
て
も
、
そ
の
前
提
を
古
代
に
さ
か
の

ぼ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
前
述
の
近
江
に
加
え
て
、

河
内
の
会
我
市
、
駿
河
の
安
倍
市
、
備
後
の
深
津
市
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
里
勝
時
代
に
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

実
に
さ
か
の
ぼ
る
帯
な
の
で
あ
る
。
第
2
表
か
ら
「
国
府
帯
」
の
指
摘
が
全
く
見
当
は
ず
れ

で
な
い
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
が
ど
こ
ま
で
一
般
化
で
き
る
の
か
依
然
と
し
て
心
も
と
な
い
。
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そ
こ
で
視
角
を
か
え
て
検
討
し
て
み
る
。
第
一
に
国
府
は
国
管
を
中
心
に
、
周
囲
に
国
府
域
を
設
定
す
る
が
、
こ
れ
は
中
央
の
宮
と
京
の
関

係
に
対
応
し
、
ま
た
京
樽
が
官
人
の
居
住
地
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
　
国
府
域
も
国
衙
官
人
の
居
住
地
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

総
じ
て
国
府
は
内
容
的
に
み
て
中
央
都
市
と
何
ら
こ
と
な
ら
な
い
。
中
央
富
人
の
私
経
済
と
官
司
経
済
を
運
営
す
る
う
え
で
京
の
東
西
市
は
必

要
不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
国
府
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
り
、
後
述
の
こ
ど
ぐ
国
府
経
済
と
国
衙
宮
人
の
私
経
済
ど
を
支
え
る
た
め
に
、

国
府
市
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
養
老
獄
令
決
大
僻
条
に
は
、
、
「
凡
決
昌
大
辟
罪
ハ
皆
於
レ
市
、
（
下
略
）
」
と
あ
り
、
延
喜
東
西
市
司
式

決
罪
人
条
に
も
「
凡
決
‘
罰
罪
人
一
者
、
官
人
与
レ
使
相
q
紺
二
面
｝
罰
之
」
・
と
あ
っ
て
、
市
が
刑
罰
公
開
執
行
の
場
と
さ
れ
て
い
る
。
ド
、
市
司
の
定

め
る
単
価
が
刑
の
軽
重
を
決
定
す
る
基
準
と
さ
れ
た
こ
と
乏
関
係
が
あ
ろ
う
。
実
例
に
よ
っ
て
も
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
三
年
三
月
庚
寅
条
に

「
東
西
両
市
決
信
望
五
十
、
配
調
流
伊
豆
三
嶋
酷
」
と
あ
る
。
さ
ち
に
時
代
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
年
十
月
是
月
条
に
「
唯
親
E

王
以
下
及
思
葉
、
里
居
昌
干
燕
市
ハ
磁
心
一
校
装
束
鞍
馬
こ
と
あ
り
、
市
は
ま
た
観
閲
の
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
市
は
売
買
の
場
と
し
て

以
外
に
、
刑
罰
公
開
執
行
や
観
閲
の
場
で
も
あ
っ
た
。
律
令
國
家
は
市
を
通
じ
て
民
衆
を
教
化
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
律
令
国

家
に
と
っ
て
市
は
民
衆
教
化
の
場
と
し
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
国
府
段
階
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
近
江
国
の

国
府
市
に
関
す
る
前
掲
後
者
の
史
料
に
は
「
国
府
及
市
司
」
と
い
う
語
句
が
あ
り
、
わ
た
く
し
は
こ
の
「
市
司
」
を
近
江
国
司
の
管
轄
下
に
あ

る
も
の
と
想
定
し
た
。
こ
の
史
料
は
「
国
府
及
市
司
」
が
盗
犯
の
取
調
べ
に
関
与
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
国
司
が
非
違
の
検
察
を
行
な

い
、
市
司
が
こ
れ
に
関
係
す
る
の
は
、
地
方
で
も
盗
晶
の
評
価
を
市
司
の
定
め
る
佑
価
で
お
こ
な
っ
て
刑
を
決
定
し
、
市
で
刑
罰
を
執
行
し
た

た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
中
央
の
東
西
市
と
同
様
に
国
府
市
も
民
衆
教
化
の
場
と
し
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
わ
た
く
し
は
、
史
料
的
に
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
、
一
般
的
に
国
府
に
は
そ
の
経
済
的
機
能
を
に
な
う
「
市
」

－
国
府
市
が
付
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
の
際
当
然
問
題
と
な
る
の
は
、
国
府
市
を
中
心
と
す
る
流
通
経
済
が
国
府
の
経
済
活
動
に
規
定

さ
れ
つ
つ
育
成
さ
れ
た
の
か
、
逆
に
国
府
設
定
時
に
高
度
に
発
展
し
た
地
方
市
を
と
り
こ
ん
で
国
府
市
に
組
織
し
た
の
か
、
い
ず
れ
か
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

点
で
あ
る
。
一
般
的
に
画
聖
億
交
通
上
の
要
地
、
し
た
が
っ
て
流
通
経
理
の
要
地
に
設
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
の
点
を
画
一
的
に
考
え
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奈良時代の流通経済（栄原）

る
必
要
は
な
い
。
基
本
的
に
は
在
地
の
流
通
経
済
の
進
展
度
に
応
じ
て
い
ず
れ
か
の
形
態
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、

地
方
市
が
自
然
発
生
的
な
も
の
で
政
治
的
市
で
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
国
府
市
は
、
国
府
設
定
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
地
方
市
を
利
用

し
た
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
律
令
国
家
に
よ
っ
て
上
か
ら
設
定
さ
れ
た
宮
市
－
政
治
上
市
で
あ
り
、
ま
た
国
府
市
を
利
用
し
て
私
富
の
蓄

積
を
は
か
る
人
々
が
存
在
し
た
と
し
て
も
》
そ
れ
は
国
府
市
の
機
能
と
し
て
は
副
次
的
な
も
の
で
あ
り
、
、
そ
の
役
割
は
本
質
的
に
は
国
府
経
済

と
国
衙
官
人
の
私
経
済
を
支
え
る
と
こ
ろ
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
時
、
、
地
域
的
交
易
圏
の
研
究
が
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の

際
、
．
地
方
市
と
国
府
市
の
区
別
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
、
．
無
用
の
混
乱
を
招
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
国
府
交
易
圏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
、
∴
　
　
：
　
　
一
＼
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
二
七
は
備
後
國
深
津
市
の
存
在
を
つ
た
え
る
ζ
と
で
注
鼠
さ
れ
る
が
A
深
津
市
は
芦
田
川
河
口
付
近
に
あ
り
、
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

後
国
の
国
府
布
と
考
え
ら
れ
る
。
深
津
は
同
国
の
国
府
津
で
あ
ろ
う
。
・
延
喜
主
計
式
上
に
は
、
、
、
調
昇
等
運
脚
の
行
程
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
国
も
「
備
後
国
糎
辞
一
露
＋
吾
」
．
と
あ
り
、
、
海
路
が
陸
路
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
た
．
海
路
の
場
合
は
圏
府
i
個
府
津
（
深
津
）
、

か
ら
瀬
戸
内
海
を
通
っ
て
京
へ
量
っ
た
の
で
あ
り
、
中
央
と
国
府
の
貢
納
関
係
に
お
い
て
国
府
津
が
重
要
な
位
置
を
し
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

備
後
国
の
場
合
、
国
府
市
と
国
府
津
が
接
近
し
、
こ
れ
ら
と
国
府
が
芦
田
川
に
よ
り
結
合
さ
れ
て
い
た
。
周
防
国
の
場
合
は
備
後
国
と
す
こ
し

事
情
が
こ
と
な
る
。
前
述
の
ご
と
く
同
国
の
国
府
市
は
国
府
域
の
南
端
中
央
に
あ
っ
た
が
、
国
府
域
の
東
南
端
は
当
時
の
海
岸
線
に
か
か
ヶ
、

多
々
良
浜
が
す
こ
し
入
り
こ
ん
だ
地
点
に
・
「
船
所
」
の
小
字
名
が
現
存
す
る
（
第
三
図
）
。
こ
の
小
入
江
が
国
府
津
の
機
能
を
果
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
周
防
国
の
場
合
は
国
府
、
国
府
市
、
国
府
津
の
三
者
が
国
府
域
内
に
凝
集
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
近
江
国
の
場
合
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

国
府
域
西
北
端
付
近
ま
で
入
江
（
久
保
江
）
が
せ
ま
り
、
港
湾
的
機
能
を
有
し
た
ら
し
い
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
國
府
市
は
す

で
に
の
べ
た
よ
う
に
東
海
道
で
国
府
と
連
絡
す
る
地
点
に
あ
り
（
第
四
図
）
、
し
か
も
そ
こ
に
は
船
津
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
近
江
国
で
は
国

府
市
と
開
府
津
が
結
合
し
、
東
海
道
に
よ
り
国
府
と
連
絡
し
て
お
り
、
ま
た
国
府
域
端
に
も
港
湾
施
設
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
和
泉
国
の
場
合
、

府
域
内
に
国
府
市
が
あ
っ
た
が
、
，
北
東
か
ら
南
西
へ
と
古
代
の
主
要
幹
線
路
た
る
小
栗
街
道
が
厭
家
を
つ
ら
ね
て
縦
貫
し
、
難
波
、
紀
伊
へ
と
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通
じ
て
い
た
。
こ
の
小
栗
街
道
に
十
字
に
交
叉
し
て
南
菓
か
ら
道
路
が
国
府
を
通
り
、
国
府
津
た
る
大
津
に
連
絡
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
和

泉
で
は
国
府
域
内
に
国
府
市
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
国
府
津
が
陸
路
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
（
第
二
図
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
以
上
い
く
つ
か
の
例
を
検
討
し
た
が
、
藤
岡
謙
二
郎
氏
は
ほ
と
ん
ど
の
国
や
国
府
が
港
津
や
外
港
を
有
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
ま
た

国
府
市
が
諸
国
府
に
付
設
さ
れ
た
こ
と
は
さ
き
に
あ
き
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
諸
国
に
お
い
て
は
、
さ
き
の
四
例
に
幾
分
か
の
変
化
が

み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
を
も
ち
な
が
ら
も
、
国
府
と
国
府
市
、
国
府
津
、
そ
れ
に
駅
な
ど
が
水
陸
路
で
結
び
あ
わ
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
物
資
流
通
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
た
と
想
定
で
き
る
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
結
合
に
は
、
さ
ら
に
地
方
市
を
加
え
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
は
、
備
後
国
の
国
府

市
で
あ
る
深
津
市
の
例
で
あ
る
。
必
要
部
分
を
つ
ぎ
に
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

白
壁
天
皇
世
、
宝
亀
九
年
戊
午
冬
十
二
月
下
旬
、
備
後
国
葦
田
郡
大
山
里
人
、
品
知
牧
人
、
為
レ
買
晶
正
月
物
肉
醤
昌
同
国
深
津
郡
於
深
津
市
一
帯
往
、
　
…
…
到
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

市
買
レ
物
、
毎
レ
買
如
レ
意
、
疑
彼
諾
諾
、
因
レ
罪
報
レ
恩
　
、
従
レ
市
還
来
、
次
昌
同
竹
原
↓
時
彼
燭
髄
、
乃
現
昌
生
形
一
而
語
之
言
、
吾
者
畑
田
郡
屋
穴
国
恩
穴
君
弟

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

公
也
、
賊
伯
父
秋
丸
所
レ
殺
是
也
、
…
…
賊
盗
秋
丸
惣
意
声
言
、
不
レ
得
レ
隠
レ
事
、
乃
答
申
雷
、
ま
年
十
二
月
下
旬
、
為
レ
買
二
正
月
元
日
物
↓
我
与
晶
弟
公
一
率
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

往
子
市
↓
所
レ
持
鎚
音
、
馬
布
設
塩
、
路
中
日
晩
、
宿
口
手
竹
原
↓
撃
殺
二
弟
公
↓
蒲
滞
　
彼
物
↓
到
昌
子
深
津
市
剛
中
売
昌
讃
岐
国
人
輔
自
余
物
等
、
今
出
用
之
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
二
七
「
欄
髄
目
穴
箏
掲
脱
以
祈
之
示
晶
霊
表
一
縁
」
）

こ
れ
を
分
析
し
て
清
水
三
男
氏
は
「
④
市
場
が
村
か
ら
可
成
離
れ
て
あ
っ
た
纂
、
＠
従
っ
て
市
場
の
数
が
少
か
っ
た
票
、
⑳
市
場
で
売
ら
れ
る

品
数
も
多
く
な
か
っ
た
事
が
こ
の
記
事
か
ら
察
せ
ら
れ
、
㊥
奈
良
時
代
村
落
に
於
け
る
商
品
流
通
の
度
の
低
か
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
」
　
（
④
～

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

㊥
は
引
用
者
）
と
の
べ
た
。
氏
の
分
析
は
的
を
射
て
い
る
点
も
あ
る
が
、
す
べ
て
に
従
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
ず
備
後
国
下
田
郡
大
山
里
の

品
知
牧
人
や
同
郡
屋
号
国
魂
の
離
隔
弟
公
と
伯
父
秋
丸
が
深
津
市
に
で
か
け
、
秋
丸
は
馬
を
讃
岐
国
人
に
売
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
各
地
か

ら
人
々
が
あ
つ
ま
っ
て
来
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
④
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
④
か
ら
た
だ
ち
に
◎
を
導
き
出
す
こ
と
は
疑
問
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
品
知
牧
人
も
穴
君
弟
公
と
伯
父
秋
丸
も
、
と
も
に
十
二
月
下
旬
に
「
為
レ
買
晶
正
月
物
こ
に
深
津
市
へ
行
っ
た
の
で
あ
る
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か
ら
、
彼
ら
が
買
わ
ん
と
欲
し
た
も
の
は
、
正
月
に
必
要
と
す
る
特
鋼
の
品
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
逆
に
い
え
ば
正
月

に
必
要
と
し
な
い
日
常
的
な
生
活
必
需
晶
は
、
わ
ざ
わ
ざ
深
津
市
（
国
府
市
）
ま
で
行
か
な
く
て
も
入
手
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
入
手
方
法

が
購
入
か
自
家
生
産
か
明
ら
か
に
し
が
た
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
前
者
の
場
合
は
手
近
の
地
方
市
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
し
　
　
も
　
　
カ

ら
が
④
の
よ
う
に
村
か
ら
か
な
り
は
な
れ
た
深
津
市
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
行
っ
た
の
は
、
ま
っ
た
く
正
月
の
物
と
い
う
特
別
の
品
物
を
購
入
す
る
た

め
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
『
霊
異
記
』
の
こ
の
史
料
か
ら
は
⑭
の
よ
う
に
の
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
清
水
氏
が
、
地
方
市
と
国
府
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
区
別
を
現
確
に
し
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
こ
と
で
あ
り
、
地
方
市
は
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
ど
こ
に
で
も
存
在
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
て
彼
ら
が
深
津
市
で
購
入
し
た
「
正
月
物
」
が
具
体
的
に
何
か
不
明
だ
が
、
正
月
に
特
に
必
要
と
し
、
旅
ま
で
し
て
入
手
に
つ
と
め
て
い

る
点
か
ら
み
て
、
日
常
的
な
生
活
必
需
晶
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
非
日
常
的
な
奢
修
的
色
彩
の
濃
い
、
一
般
的
な
農
民
が
普
通
必
要
と
し
な

い
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
深
津
市
一
国
府
市
が
一
般
的
公
民
の
生
活
に
直
接
的
に
密
着
し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
遊
離
し
た
性
格
の
市
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
前
述
の
ご
と
く
国
府
市
は
官
市
－
政
治
的
市
．
で
あ
り
、
奢
移
的
物
晶
を
も
必

要
と
す
る
国
府
と
そ
の
官
人
た
ち
の
た
め
の
市
で
あ
る
点
に
本
質
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
地
方
市
は
一
般
的
公
民
の
生
活
に
密
着
し
た
自

然
発
生
的
な
市
で
あ
り
、
両
者
は
本
質
的
に
き
わ
だ
っ
た
相
違
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
相
違
を
強
調
し
、
両
者
の
断
絶
の
み
に

目
を
向
け
る
こ
と
も
ま
た
不
当
で
あ
り
、
一
面
に
お
い
て
慌
者
が
互
い
に
補
完
す
る
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

・
な
ぜ
な
ら
こ
の
場
合
、
自
家
生
産
で
き
な
い
臼
常
的
な
生
活
必
需
晶
は
地
方
市
で
、
非
日
常
的
な
奢
馬
歯
物
品
は
国
府
市
で
入
手
さ
れ
る
と
い

う
両
者
の
関
係
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
国
府
市
が
そ
れ
だ
け
で
は
国
府
や
官
人
た
ち
の
た
め
に
果
す
べ
き
課
題
を
十
分
に
こ

な
し
え
ず
、
当
時
一
般
的
公
民
の
生
活
と
結
合
し
た
地
方
市
と
結
び
つ
き
、
そ
の
流
通
機
能
に
補
完
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
こ
れ
を

果
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
さ
き
に
地
方
市
の
例
と
し
て
風
土
記
よ
り
三
例
あ
げ
た
。
　
こ
の
う
ち
常
陸
国
茨
城
郡
の
高
浜
は

「
信
濃
之
川
」
（
恋
瀬
川
）
の
河
口
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
川
の
上
流
に
常
陸
国
府
が
あ
り
、
両
者
の
関
係
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
出
雲
国
喪
根
郡
の

朝
酌
鼠
戸
渡
は
「
自
晶
国
号
一
通
　
海
辺
こ
っ
て
嶋
根
郡
衙
に
向
う
道
の
途
中
に
あ
り
、
・
こ
れ
ま
た
交
通
．
の
要
地
で
あ
る
。
地
方
布
は
国
府
市
と

45　（457）



全
く
無
関
係
に
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
な
か
に
は
こ
れ
と
有
機
的
な
閲
係
を
も
つ
も
の
も
あ
ウ
た
の
で
あ
る
、

　
以
上
か
ら
官
長
－
政
治
的
市
で
あ
る
国
府
市
は
、
そ
の
延
長
部
分
と
し
て
地
方
市
を
必
要
と
七
、
こ
れ
に
国
府
津
や
駅
な
ど
が
水
陸
路
に
よ

り
結
合
し
、
全
体
と
し
て
一
個
の
流
通
経
済
圏
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
全
く
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
わ
た
く
し
は
こ
の
流
通
経
済
圏

を
「
国
府
交
易
圏
扁
と
よ
び
た
い
。
従
来
の
国
府
研
究
で
は
、
国
府
と
流
通
経
済
と
の
関
連
に
ほ
と
ん
ど
注
意
が
は
ら
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

国
府
市
や
国
府
交
易
圏
に
対
す
る
配
慮
が
極
め
て
弱
か
っ
た
。
今
後
の
国
府
研
究
で
は
府
警
に
含
ま
れ
る
市
の
地
名
、
・
ま
た
国
府
と
水
陸
路
で

緊
密
に
結
ば
れ
る
地
点
に
存
在
す
る
市
の
地
名
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
古
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
国
府
市
ま
た
は
国
府
交

易
圏
の
一
角
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
国
府
交
易
圏
の
研
究
は
、
律
令
国
家
と
流
通
経
済
と
の
関
係
を
考
え
る
重
要
’

な
素
材
を
提
供
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
国
府
交
易
圏
は
、
時
代
に
よ
り
地
域
に
よ
り
変
化
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
一
個
の
交
易
圏
を
な
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
中
央
交
易

圏
の
場
合
、
国
府
市
ま
で
が
そ
の
な
か
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
中
央
交
易
圏
内
の
国
々
と
い
え
ど
も
、
和
泉
の
例
を
あ
げ
た
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
国
府
市
を
中
心
と
し
て
国
府
交
易
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
し
か
し
中
央
交
易
圏
に
組
み
こ
ま
れ
た
結
果
、
明
確

な
形
を
と
っ
て
顕
現
で
き
ず
、
か
え
っ
て
中
央
交
易
圏
に
従
属
し
、
こ
れ
と
重
な
り
あ
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
に
国
府
交
易
圏
に
対
比
し
て

中
央
交
易
圏
の
特
色
の
一
つ
を
み
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
中
央
交
易
圏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
府
交
易
圏
と
《
こ
れ
ら
を
つ
ら
ね
6
東
西
市
を
中

心
と
す
る
大
き
な
流
通
経
済
圏
と
の
二
重
の
構
造
に
お
い
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛
国
府
経
済
と
国
府
交
易
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

－
そ
れ
で
は
国
府
交
易
圏
と
国
府
経
済
と
は
い
か
に
関
係
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
つ
ぎ
の
二
史
料
の
検
討
か
ら
は
じ
め
た
い
。

先
レ
是
有
　
レ
勅
、
諸
国
特
等
除
晶
公
湿
田
蔓
力
借
貸
一
之
外
、
不
レ
得
昌
運
送
一
者
、
大
宰
管
内
諸
国
已
蒙
可
処
分
一
領
、
但
府
官
人
者
、
任
在
昌
辺
要
八
面
同
｝
ユ
以
官
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

因
レ
此
別
給
昌
仕
丁
公
解
稲
↓
亦
漕
送
尋
物
、
色
盲
立
レ
限
、
又
一
任
之
内
取
レ
得
レ
交
　
関
所
部
一
舟
買
晶
衣
食
一
老
聴
レ
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
続
購
本
紀
』
天
平
八
年
五
月
丙
申
条
Y
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奈良淋代の流通経済（栄原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ル
　
　
　
サ
　
　
マ
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
サ
　
　
い
　
　
　
か
　
　
か
　
　
い

勅
、
…
…
又
無
学
虫
天
平
八
年
格
↓
国
司
等
所
部
交
関
、
運
レ
物
証
レ
限
老
、
禁
断
既
詑
、
然
猶
尊
閣
三
囲
行
輔
貧
濁
成
レ
俗
、
朕
之
股
肱
、
豊
合
レ
如
レ
此
、
自
レ
今

　
以
後
、
更
有
昌
違
犯
輔
依
レ
法
科
搾
、
不
レ
須
串
務
宥
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
天
平
勝
宝
六
年
九
月
丁
宋
条
）

こ
の
二
つ
の
勅
に
よ
れ
ば
、
禁
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
司
等
が
所
部
に
交
関
し
、
物
を
運
ん
で
や
ま
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
こ
に
国
司
と
流
通
経
済
と
の
接
触
が
う
か
が
え
る
が
、
こ
の
接
触
は
禁
令
を
お
か
す
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
前
者
に
「
一
任
之

野
塩
レ
得
レ
交
二
関
所
部
（
但
買
轟
依
食
一
意
聴
レ
之
」
と
明
記
す
る
よ
う
に
、
国
司
の
流
通
経
済
へ
の
関
与
は
一
般
的
に
禁
じ
ら
れ
た
が
、
「
買
瓢
衣

食
欄
」
う
た
め
の
上
関
、
す
な
わ
ち
国
司
等
の
任
地
で
の
生
活
に
必
要
な
物
資
の
購
入
に
か
ぎ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
勅
の
対
象
が
全
国
の
国
司
か
、
大
宰
府
管
内
の
国
司
に
限
る
の
か
、
に
わ
か
に
き
め
が
た
い
が
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
所
部
で

「
買
二
衣
食
一
」
う
こ
と
は
当
然
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
外
規
定
が
存
在
し
た
た
め
、
国
司
等
の
交
関
は
、
「
買
騙
衣
食
㎡
」

う
た
め
の
も
の
か
、
そ
れ
以
外
の
禁
止
さ
る
べ
音
叉
関
な
ρ
か
、
区
別
が
つ
き
に
く
く
し
た
が
っ
て
有
効
に
禁
止
も
で
き
な
い
。
国
司
等
も
こ

の
点
を
利
用
し
て
A
再
度
の
禁
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
所
部
に
云
云
す
る
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
国
司
の
衣
食
に
必
要
な
物
品
は
、

国
府
市
ま
た
は
そ
の
延
長
部
分
で
購
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
国
府
交
易
圏
は
、
国
司
の
生
活
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
彼

ら
は
国
府
交
易
圏
に
お
い
て
実
現
す
る
流
通
経
済
に
よ
り
衣
食
生
活
を
円
滑
に
営
み
、
か
つ
私
富
を
蓄
積
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
ま
た
つ
ぎ
の
史
料
に
も
注
意
を
む
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
む

凡
土
毛
臨
時
応
レ
用
者
、
並
准
昌
当
國
時
価
輔
々
用
一
一
郡
稲
↓
　
（
養
老
賦
役
令
土
毛
条
）

　
（
朝
築
使
）
。
。
。
　
　
　
。
Q
　
。
。
。
。
　
　
　
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
凡
）
。
。
。
。
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
。
。

凡
諸
国
貢
献
物
者
、
・
鞭
虫
晶
当
土
所
出
一
番
金
銀
珠
玉
皮
革
羽
毛
錦
塗
警
護
紬
綾
香
薬
彩
色
服
食
器
用
及
諸
珍
鷺
山
類
、
皆
准
レ
布
為
レ
価
、
以
昌
官
物
一
郭
充
、

恥
レ
律
レ
趣
昌
か
競
闘
↓
其
所
レ
送
之
物
、
但
令
レ
無
昌
損
壊
臓
悪
心
而
巳
、
不
レ
得
蕊
避
レ
恥
惨
理
、
以
致
昌
労
費
づ
（
。
、
（
）
は
大
宝
令
）
　
（
同
貢
獄
索
条
）

前
者
は
土
毛
を
当
国
の
時
価
で
郡
稲
を
用
い
て
購
入
進
上
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
諸
国
の
古
塁
の
物
を
官
物
で
購
入
（
布
五
〇
本
分
を
限
度

と
す
る
）
し
て
貢
献
す
る
も
の
で
、
大
宝
令
で
は
朝
集
各
論
献
物
と
よ
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
正
税
（
天
平
六
年
郡
稲
混
合
以
前
は
郡
稲
）
を
用

い
て
国
が
交
易
し
て
進
上
す
る
も
の
で
、
国
府
経
済
と
国
府
交
易
圏
と
の
か
か
わ
り
あ
い
の
原
型
を
こ
の
二
つ
の
条
文
に
も
と
め
る
べ
き
で
あ
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る
。
両
条
に
よ
る
購
入
は
、
国
府
交
易
圏
を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
諸
国
（
朝
集
使
）
貢
献
物
は
上
限
を
准
布
五
〇
端
と
し
て
お

⑳り
、
少
な
く
と
も
大
宝
令
制
定
後
い
く
ば
く
か
の
間
は
、
国
府
が
鴬
巣
の
規
定
に
よ
り
国
府
交
易
圏
を
利
用
す
る
度
合
は
、
比
較
的
低
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
両
者
の
後
身
は
天
平
期
の
諸
正
税
帳
郡
容
態
に
希
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
一
例
を
整
理
し
て
示
し
て
み
る
。

㈹
　
年
料
馬
蓑
二
〇
領
、
田
蓑
一
〇
〇
領
、
荏
四
魁
、
胡
麻
子
四
魁
、
葎
五
餅
、
蔦
子
二
糾
（
薩
州
合
計
四
二
〇
束
）

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

㈲
　
進
上
交
易
白
貝
内
鮨
一
網
五
斗
、
苧
七
〇
斤
、
鹿
皮
四
〇
張
、
募
夫
料
雑
鮨
五
〇
魁
、
納
街
一
五
二
口
、
鉋
一
四
口
、
綿
三
匹
料
紫
糸
八
絢
三
両
一
分
染

　
料
紫
一
一
斤
（
直
稲
合
計
二
七
九
八
束
四
把
）

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

㊥
　
依
官
符
交
易
馬
蓑
三
五
領
、
鱒
七
口
、
木
贅
椀
六
〇
口
新
守
六
升
（
薩
稲
合
計
六
六
五
束
）

◎
　
営
造
兵
器
用
度
価
稲
六
九
四
束
九
杷

㈱
　
修
理
綾
綜
一
七
具
料
糸
一
六
斤
八
両
（
直
稲
九
九
〇
束
）

り
　
売
不
用
伝
馬
一
一
匹
、
死
馬
皮
一
〇
張
（
直
面
合
計
七
一
〇
束
）
　
（
一
－
六
〇
九
～
十
三
）
　
（
天
平
六
年
「
尾
張
国
正
税
帳
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
き
の
朝
集
使
貢
献
物
と
縮
毛
は
中
央
に
貢
献
す
る
点
で
、
ω
、
㈲
、
の
に
相
当
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
金
食
出
額
の
約
五
％
に
す
ぎ
ず
、
大
き

な
意
味
を
も
つ
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
大
宝
令
に
お
け
る
土
毛
と
朝
集
使
貢
献
物
は
、
こ
の
例
が
よ
く
示
す
よ
う
に
天
平
期
で
は
、
年
料
、

進
上
交
易
（
年
料
外
）
、
依
官
符
へ
と
発
展
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
国
府
の
国
府
交
易
圏
に
対
す
る
利
用
度
の
拡
大
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

う
。
こ
の
傾
向
は
時
と
と
も
に
大
き
く
な
り
、
延
喜
民
部
式
交
易
雑
物
条
に
い
た
る
。
こ
れ
に
は

尾
張
国
触
騨
爺
痛
硬
灘
漏
稀
転
匹
禰
溺
鋸
無
難
藩
磁
竸
欝
嚥
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
あ
り
、
絹
一
五
〇
疋
の
み
で
直
願
は
九
千
策
に
も
達
し
、
④
～
㈲
の
直
写
総
計
六
二
七
八
束
三
把
を
凌
駕
す
る
。
も
っ
て
交
易
進
上
物
の
拡

充
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
国
府
と
国
府
交
易
圏
と
の
関
係
を
、
交
易
進
上
物
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
し
か
し
正
税
帳
に
は
ほ
か
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に
ω
、
㈱
、
⑭
の
費
用
に
も
「
直
接
」
の
記
載
が
み
え
、
諸
物
資
が
購
入
ま
た
は
売
却
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
ら
も
国
府
の
国
府
交
易
圏

の
利
用
度
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
国
府
交
易
圏
の
存
在
を
前
提
と
す
る
よ
う
に
変
化
し
、
q
う
、
㈲
、
㊨
の
展
開
と
あ
い
ま
っ
て
延
喜
主
税
寮
式

の
正
税
帳
式
に
定
着
す
る
。

　
国
府
交
易
圏
の
発
展
が
具
体
的
に
い
か
な
る
経
過
を
た
ど
っ
た
か
、
こ
れ
を
う
ら
づ
け
る
史
料
と
て
な
く
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し

か
し
上
述
の
国
府
の
国
府
交
易
圏
に
対
す
る
利
用
度
の
漸
増
は
、
こ
の
点
に
わ
ず
か
な
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
国
府
交
易
圏
の
発

展
形
態
に
は
各
地
域
に
よ
り
種
々
の
変
化
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
わ
た
く
し
は
基
本
的
に
は
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
経
過
を
た
ど
っ
た
と
推
定

し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
段
階
と
し
て
、
国
府
経
済
や
国
衙
官
人
の
私
経
済
の
運
営
上
必
要
な
国
府
市
、
国
府
か
ら
中
央
へ
の
諸
種
の
貢
納
物
の

運
送
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
駅
や
国
府
津
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
ま
ず
原
初
的
な
国
府
交
易
圏
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
国
府
の
国

府
交
易
圏
に
対
す
る
利
用
度
の
漸
増
と
と
も
に
第
二
段
階
へ
と
入
っ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
国
府
市
を
中
心
と
す
る
原
初
的
な
流
通
経
済
機
構

で
は
、
国
府
に
と
っ
て
次
第
に
不
十
分
に
な
り
、
国
府
市
は
そ
の
延
長
部
分
を
必
要
と
し
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
各
地
に
存
在
し
て
い
た
地
方

市
が
国
府
交
易
圏
の
な
か
に
組
み
こ
ま
れ
、
圏
府
や
国
府
津
、
駅
、
ま
た
国
府
市
と
水
陸
路
に
よ
り
緊
密
に
番
謡
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
し
て
第
三
段
階
の
最
も
好
例
が
備
前
一
備
後
の
場
合
で
あ
る
。
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）
十
一
刃
非
三
日
太
政
官
符
、
（
『
類
聚
三
代
格
』
）
に

は
、
備
前
国
が
調
鍬
鉄
の
貢
納
の
た
め
に
常
に
譲
国
か
ら
買
っ
て
い
る
の
で
、
調
を
絹
糸
に
変
更
す
る
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
延
暦
二
四
年
（
八
〇
五
）
十
二
月
七
日
太
政
官
奏
（
『
類
聚
三
代
格
』
）
に
よ
り
、
備
後
国
神
石
郡
以
下
八
郡
の
調
を
絹
糸
か
ら
鍬
鉄
に
切
り
か
え
る

こ
と
が
許
さ
れ
た
。
門
脇
顧
二
丁
は
こ
れ
を
鉄
生
産
の
中
心
が
備
前
か
ら
備
後
の
山
間
郡
部
に
う
つ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
両
国
の
調
品
目
が

変
え
ら
れ
た
と
解
し
、
さ
ら
に
特
定
の
手
工
業
製
品
を
雄
ぐ
っ
て
地
域
的
交
易
圏
が
形
成
さ
れ
、
手
工
業
生
産
の
不
均
等
発
展
の
結
果
、
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
よ
っ
て
は
「
諸
国
網
田
間
の
交
易
に
よ
る
調
庸
物
冷
込
の
形
態
」
が
成
立
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
わ
た
ぐ
し
は
氏
の
い
う
「
地
域
的

交
易
圏
」
と
そ
こ
に
お
け
る
比
国
交
易
を
、
複
数
の
国
府
交
易
圏
の
結
合
と
し
て
理
解
し
、
国
府
交
易
圏
展
開
の
第
三
段
階
と
し
て
理
解
し
た
．

い
。
さ
ら
に
付
雷
す
れ
ば
右
の
場
合
、
備
前
国
が
比
掴
か
ら
鍬
鉄
を
買
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
鉄
生
産
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
た
た
め
で
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あ
る
が
、
備
前
国
か
ら
み
れ
ば
、
興
国
」
は
国
府
市
の
国
外
に
お
け
る
延
長
部
分
す
な
わ
ち
国
府
交
易
圏
の
国
外
に
お
け
る
部
分
と
理
解
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
鍬
鉄
の
交
易
に
あ
た
っ
て
、
備
前
国
で
は
第
二
段
階
と
第
三
段
階
が
相
互
に
か
ら
み
あ
い
な
が
ら
展
開
し
た
と
み
ら
れ
る
。

（462）窃
5
0

こ
の
よ
う
な
国
府
交
易
圏
は
、
国
司
そ
の
他
の
私
富
蓄
積
の
舞
台
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
は
、
国
府
経
済
や
国
衙

官
人
の
私
経
済
と
の
関
係
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
国
府
経
済
は
国
府
交
易
圏
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
流
通
経
済
を
柱
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

と
し
て
い
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う

①
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
風
土
記
』
四
九
、
｝
＝
、
…
三
七
ペ
ー
ジ
。

②
西
村
真
次
氏
は
歌
垣
や
燕
楽
と
市
と
の
関
係
を
指
摘
し
、
こ
の
三
史
料
の
ほ
か

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
筑
波
郡
筑
波
岳
条
、
岡
香
島
郡
童
子
女
松
原
条
、
　
『
肥
前
国

　
風
土
記
』
逸
文
杵
島
山
条
、
『
摂
津
国
風
土
記
恥
至
善
以
前
感
興
条
、
同
邑
美
冷

　
水
翻
を
あ
げ
て
い
る
（
『
臼
木
粛
代
経
済
・
交
換
篇
・
市
場
臨
前
掲
）
。

③
藤
岡
謙
二
郎
『
国
府
』
八
五
、
八
八
ペ
ー
ジ
。

④
　
米
倉
二
郎
『
寅
…
亜
の
集
落
』
一
…
一
六
ペ
ー
ジ
。

⑤
防
府
史
談
会
『
周
防
の
國
衙
』

⑥
　
前
掲
『
周
防
の
国
衙
』
第
二
篇
第
「
…
章
「
国
府
の
機
能
と
構
造
」
（
八
木
充
執
簗
）

⑦
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
三
日
癸
酉
条
に
み
え
る
「
会
賀
市
司
」

　
任
命
記
薬
は
、
前
年
の
由
義
宮
を
西
京
と
し
、
河
内
国
を
河
内
職
と
し
た
処
催

　
（
『
続
日
本
紀
』
）
と
関
連
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
雄
略
十
三
年
紀

　
や
顕
宗
即
位
前
紀
｝
な
ど
に
も
み
え
る
よ
う
に
会
賀
市
の
起
源
は
古
い
が
、
由
義
論
冨

　
が
西
京
と
さ
れ
た
た
め
京
の
市
の
機
能
を
付
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
市
司
が
お

　
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
会
賀
市
司
は
西
京
の
干
た
る
会
賀
市
を
統
轄
し
た
の

　
で
あ
っ
て
、
河
内
国
の
園
府
市
と
し
て
の
会
場
市
の
市
司
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
。

⑧
西
村
真
次
『
日
本
古
代
経
済
・
交
換
篇
・
市
場
』
八
四
ペ
ー
ジ
。

⑨
こ
の
表
は
わ
た
く
し
の
調
査
分
と
、
木
下
良
匠
が
一
九
七
一
年
九
月
二
〇
日
に

　
日
本
史
研
究
会
古
代
史
部
会
に
て
報
告
さ
れ
た
（
「
國
府
跡
研
究
の
現
状
」
）
際
に

　
史
料
と
し
て
配
布
さ
れ
た
表
と
に
よ
っ
て
作
成
し
た
。

⑩
　
『
日
本
書
紀
』
雄
略
十
三
年
三
月
条
、
同
顕
宗
即
位
前
紀
、
『
翌
日
本
紀
』
宝

　
亀
元
年
三
月
癸
酉
条
、
『
万
葉
集
』
二
八
四
、
『
日
本
霊
異
紀
』
下
二
七
。

⑪
狩
野
久
「
日
本
古
代
の
都
市
と
農
村
」
（
「
日
本
史
研
究
」
五
九
暑
）

⑫
　
細
面
良
「
国
府
跡
研
究
の
諸
問
題
」
　
（
「
人
文
地
理
」
二
一
－
四
）

⑬
　
備
後
国
府
祉
の
比
定
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
附
説
あ
る
。
④
府
中
市
府
川
町
、

　
＠
こ
れ
よ
り
芦
田
川
を
下
っ
た
深
安
郡
神
辺
町
字
湯
野
で
あ
る
。
藤
岡
謙
二
郎
氏

　
は
「
こ
の
地
（
＠
）
に
最
初
備
後
の
国
府
が
設
定
さ
れ
、
　
『
和
名
抄
』
蒔
代
に
は

　
さ
ら
に
上
流
の
上
掲
府
中
市
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
う
る
」
（
『
国
府
』
二
…
㎝

　
ペ
ー
ジ
）
と
の
べ
て
い
る
。
④
、
＠
と
も
に
芦
田
川
に
よ
り
深
津
市
と
結
ば
れ
て

　
い
た
が
、
当
初
設
定
さ
れ
た
と
さ
れ
る
＠
の
方
が
深
津
市
に
よ
り
近
い
。

⑭
西
村
真
次
『
日
本
古
代
経
済
・
交
換
篇
・
市
場
』
八
二
ペ
ー
ジ
。

⑮
　
木
下
良
「
近
江
園
薄
紫
に
つ
い
て
」
（
「
人
文
地
理
」
十
八
一
三
）

⑯
藤
岡
謙
二
郎
『
国
府
』
六
四
ペ
ー
ジ
。

⑰
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
霊
異
記
』
の
校
訂
に
よ
る
。

⑱
清
水
三
男
「
村
落
と
市
場
」
（
前
掲
）
三
二
五
ペ
ー
ジ
。

⑲
⑳
は
異
論
は
な
い
。
㊥
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
一
般
的
に
の
べ
る
こ
と
に

　
は
蹄
超
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
大
勢
と
し
て
は
妥
当
で
あ
っ
て
も
、
各
地
方
に
お
け

　
る
流
通
経
済
の
具
体
梱
の
究
明
の
な
か
か
ら
結
論
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
思
う
。



⑳
天
平
九
年
（
七
三
七
）
「
但
馬
園
正
税
帳
」
に

　
　
　
　
　
ヨ

　
布
蹄
端
猷
効
　
直
面
職
漁
束
蛸
別
膏
五
塵
（
二
一
五
九
）

　
と
あ
り
、
天
平
十
【
年
「
伊
豆
国
正
税
帳
」
に
も

　
布
参
拾
合
端
価
痩
猿
侑
捌
拾
束
（
二
一
一
九
三
）

　
と
あ
る
。
前
者
に
よ
れ
ば
布
五
〇
端
は
＝
｝
五
〇
束
に
あ
た
り
、
後
者
で
は
一
〇

　
〇
〇
束
に
相
当
す
る
。

⑳
　
薗
田
香
融
　
「
出
激
i
天
平
か
ら
延
喜
ま
で
一
」
（
前
掲
）
な
お
氏
は
天
平

　
九
年
「
但
馬
国
正
税
帳
」
か
ら
も
岡
様
に
約
五
％
の
数
値
を
算
繊
し
て
い
る
。

ゆ
　
交
易
制
の
展
開
に
つ
じ
て
は
単
杜
健
腕
彦
「
公
営
田
と
認
庸
綱
」
（
『
古
代
国
家

　
解
体
過
程
の
研
究
』
）
、
早
川
庄
八
「
律
令
財
政
の
構
造
と
そ
の
変
質
」
（
『
艮
本
経

　
済
史
大
系
』
－
）

㊧
延
喜
主
税
式
禄
物
価
法
で
は
尾
張
国
は
絹
一
疋
直
隠
六
〇
東
で
あ
る
。
こ
の
数

　
字
は
そ
の
ま
ま
国
衙
交
易
の
価
直
に
は
合
致
し
な
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、
一
応
の
目

　
安
と
し
て
参
考
に
す
る
と
、
絹
一
五
〇
疋
の
直
直
は
九
〇
〇
〇
束
と
な
る
。

⑳
　
門
脇
禎
二
「
調
庸
収
取
形
態
の
変
化
と
そ
の
背
景
」
　
（
前
掲
）

三
　
全
国
的
流
通
体
系

奈良時代の流通経済（栄原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
　
封
戸
物
・
庄
園
料
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
以
上
わ
た
く
し
は
東
西
市
を
中
心
と
す
る
中
央
交
易
圏
と
、
国
府
市
を
中
心
と
す
る
国
府
交
易
圏
の
存
在
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
構

造
を
あ
き
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
律
令
中
央
地
方
経
済
と
の
関
連
に
も
言
及
し
た
。
そ
こ
で
次
に
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
の
二
つ

の
交
易
圏
が
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
例
交
易
進
上
物
や
官
省
符
に
よ
る
交
易
進
上
物
は
、

国
衙
正
税
を
財
源
と
し
た
も
の
の
、
中
央
政
府
の
経
済
を
補
っ
て
お
り
、
国
府
に
よ
る
国
府
交
易
圏
の
利
用
が
中
央
政
府
に
と
っ
て
も
意
味
を

も
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
点
の
考
察
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
賦
役
令
集
解
封
戸
条
に
は
「
古
記
云
、
問
、
野
猿
一
分
給
レ
主
、
若
為
処
分
、
答
、
運
凹
一
骨
米
一
国
者
米
送
、
遠
国
者
遺
制
語
聾
貨
一
溜
給
耳
」

と
い
う
古
記
の
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
年
料
春
米
は
畿
内
を
除
く
近
国
も
し
く
は
運
搬
に
便
利
な
沿
海
の
国
が
運
京
国
に
指
定
さ
れ
た
の
緬
、

こ
れ
以
外
の
門
遠
国
」
は
、
古
記
に
よ
れ
ば
封
戸
租
を
質
倉
に
交
易
し
て
運
質
し
た
こ
と
に
な
る
。
古
記
の
い
う
封
戸
租
運
京
の
方
式
が
実
際

に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
「
相
模
国
天
平
七
年
封
戸
租
交
易
帳
」
（
一
－
六
三
五
）
の
存
在
か
ら
た
し
か
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
延
暦
二
四
年
（
八
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②

〇
五
）
に
A
平
安
京
造
営
の
負
担
軽
減
措
置
の
一
つ
と
し
て
、
「
諸
家
樹
租
、
暫
停
二
六
米
ハ
交
路
易
悪
貨
一
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
弘
仁
式
で
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
た
び
「
凡
神
業
諸
家
封
租
、
交
昌
易
軽
貨
一
井
春
米
送
之
（
下
略
と
と
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
野
物
を
価
値
と
し
て
交
易
し
た
物
資
を
京
進
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
④

例
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
以
上
か
ら
京
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
所
在
す
る
封
主
の
封
戸
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
天
平
七
年
頃
に
は
春
米
運
輝
国

以
外
は
、
国
府
が
租
を
軽
貨
に
交
易
し
て
進
上
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
運
送
の
関
係
か
ら
と
ら
れ
た
処
置
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
の
み
に
綾
少
化
す
べ
き
で
は
な
い
。
国
府
交
易
圏
に
お
け
る
流
通
経
済
に
よ
っ
て
、
封
戸
囲
米
を
軽
量
に
交
易
で
き
な
け
れ
ば
、
運
送
が

困
難
と
な
り
、
春
寒
の
収
入
は
お
ぼ
つ
か
な
く
な
る
。
わ
た
く
し
は
こ
の
点
に
、
諸
即
言
の
経
済
が
、
そ
の
足
の
一
つ
を
諸
国
の
流
通
経
済
に

お
い
て
い
る
点
を
読
み
と
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；

　
つ
ぎ
に
越
前
国
東
大
寺
領
庄
園
を
例
と
し
て
と
り
あ
げ
よ
う
。
　
．
　
｝
　
　
　
　
　
r
　
㌔
吊
　
　
　
　
　
　
　
r
　
r
　
　
　
、

　
坂
井
郡
引
解
　
申
応
昌
進
上
｝
御
料
稲
事

　
　
合
捌
伯
東

　
　
　
　
へ

　
　
　
施
士
眉
拾
参
匹
｛
魁
〃
梢
柴
μ
桐
眉
捌
拾
審
爪
匹
別
山
ハ
十
東

　
　
　
残
稲
弐
捨
束
受
三
国
真
人
奥
山

　
　
右
絶
、
限
昌
来
八
月
卦
日
一
将
昌
進
上
↓
勿
具
注
レ
状
申
送
、
以
解
、

　
　
　
　
　
天
平
宝
字
三
年
五
月
九
陵
税
長
中
村
男
村

　
　
大
領
正
六
位
上
贔
治
部
君
広
耳
　
　
　
（
顯
⊥
二
六
四
）

　
　
謹
解
　
申
交
易
応
漏
進
上
一
稲
事

　
　
　
合
稲
壱
任
束

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
右
稲
、
当
時
※
交
易
進
上
、
但
其
浩
附
着
、
糠
網
野
覇
当
土
釜
｛
将
属
成
撫
貝
進
上
↓
切
掛
注
財
状
伸
上
、
似
解
．

　
　
　
　
　
天
平
宝
字
三
年
五
月
十
三
月
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奈良時代の流通経済（栄原）

　
　
　
　
　
　
　
　
少
領
生
江
臣
国
立
　
　
（
瞳
1
ご
＝
ハ
幽
ハ
）

こ
れ
ら
は
、
と
も
に
東
大
寺
領
庄
園
の
畑
稲
の
送
付
に
関
す
る
史
料
で
、
造
東
大
寺
司
主
典
兼
造
石
財
寺
風
圧
当
安
都
雄
足
の
下
で
処
理
さ
れ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
き
わ
め
て
注
目
す
べ
ぎ
は
事
書
に
は
門
稲
」
を
進
上
す
る
と
記
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
前
者
で
は
絶
、
後
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
は
糸
を
進
上
す
る
こ
と
に
な
り
て
い
る
乏
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
事
書
と
実
際
の
ち
が
い
は
、
後
者
が
よ
く
示
す
よ
う
に
、
庄
園
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

細
事
を
交
易
し
て
、
絶
、
糸
な
ど
（
軽
貨
）
に
か
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
交
易
は
越
前
国
内
で
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
東
大
寺
領
庄
園
か
ら
の
料
物
収
取
に
あ
た
っ
て
、
越
前
国
に
お
け
る
流
通
経
済
が
利
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
点
は
こ
の
際
大
い
に
重
．
要
で
あ
る
。
越
前
国
府
は
九
頭
龍
川
上
流
め
臼
野
川
に
面
す
る
現
在
の
武
生
市
街
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て

　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
る
。
こ
こ
に
国
府
市
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
越
前
に
お
け
る
国
府
交
易
圏
は
、
九
頭
龍
川
水
系
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
国
府
市
と
国
府
津
た
る

三
国
津
（
湊
）
と
を
基
軸
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
に
の
べ
る
よ
う
に
東
大
寺
領
庄
園
が
九
頭
龍
川
水
系
を
利
用
し
う
る
位
置
に
お

か
れ
た
こ
と
は
、
そ
め
黒
物
進
上
に
と
も
な
う
交
易
が
国
府
交
易
圏
を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
十
分
推
測
さ
せ
る
。
　
　
　
　
・
　
　
∴

　
東
大
寺
は
多
く
の
庄
園
を
越
前
国
に
も
っ
て
い
た
が
、
r
こ
れ
ら
の
庄
は
「
ほ
と
ん
ど
九
頭
龍
川
の
水
運
を
巧
み
に
利
用
し
う
る
地
点
に
選
定

さ
れ
た
よ
う
で
、
’
そ
の
春
期
の
東
大
寺
へ
の
輸
送
に
あ
た
っ
て
は
河
口
の
三
国
津
よ
り
敦
賀
津
．
に
舟
送
し
、
こ
こ
か
ら
近
江
の
塩
津
に
陸
路
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

製
し
、
以
後
は
琵
琶
湖
・
宇
治
川
・
木
津
川
の
水
運
を
利
用
す
る
と
い
う
比
較
的
便
利
な
法
が
用
い
ら
れ
」
た
。
前
述
の
ご
と
く
造
東
大
寺
司

は
琵
琶
湖
水
運
の
南
の
起
点
で
あ
る
瀬
田
に
勢
多
庄
を
も
ち
、
こ
こ
か
ら
瀬
田
川
を
く
だ
り
宇
治
川
に
は
宇
治
壷
草
、
木
津
川
に
は
泉
木
屋
所

を
配
置
し
て
中
央
交
易
圏
に
対
応
し
て
流
通
機
構
を
整
備
し
て
い
だ
が
、
し
て
み
る
と
越
前
の
東
大
寺
領
諸
庄
園
は
こ
の
よ
う
な
中
央
の
流
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

機
構
と
直
結
し
う
る
位
置
を
選
ん
で
昏
々
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
西
大
寺
も
越
前
に
い
く
つ
か
の
庄
園
を
有
す
る
と
と
も
に
、
勢
多

庄
、
保
良
庄
や
泉
木
屋
を
瀬
田
川
、
宇
治
川
、
木
津
川
水
系
に
そ
っ
て
配
置
し
て
い
た
。
こ
れ
も
東
大
寺
の
場
合
と
同
様
に
理
解
し
う
る
。
こ

の
よ
う
に
官
大
寺
の
経
済
は
、
中
央
交
易
圏
に
立
脚
す
る
と
同
時
に
、
庄
風
料
物
収
取
に
あ
た
っ
て
国
府
交
易
圏
へ
の
接
触
を
も
必
要
と
し
た

こ
と
は
明
白
で
み
る
。
ζ
の
よ
う
な
官
大
寺
の
経
済
の
あ
り
方
か
ら
、
中
央
交
易
圏
が
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
他
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
た
も
の
で
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あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
各
国
府
交
易
圏
と
密
着
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
東
大
寺
領
越
前
庄
園
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
当
面
の
主
題
に
従
っ
て
つ
ぎ
の
史
料
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
越
前
国
司
牒
　
造
東
大
寺
安
都
佐
宮
所

　
　
紫
絶
弐
丈
陸
尺
騨
寸
　
価
銭
弐
貫
文

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
牒
、
買
先
不
レ
足
、
伽
黙
拝
交
易
↓
差
　
丹
生
団
百
長
宍
人
煙
麻
呂
【
充
レ
使
、
令
レ
響
胴
学
習
↓
使
レ
向
　
件
人
肉
宜
丁
察
昌
意
趣
嚇
滋
藤
藍
田
、
早
速
送
屋
上
、
以
牒
、

　
　
　
　
　
天
平
宝
字
二
年
八
月
十
【
日
　
史
生
大
和
連
広
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橡
内
真
人
魚
麻
呂
（
四
1
二
八
七
）

こ
れ
は
越
前
国
司
か
ら
使
に
価
銭
を
付
し
て
中
央
の
安
都
雄
足
の
も
と
へ
派
遣
し
、
彼
に
紫
緬
購
入
の
便
宜
を
は
か
る
こ
と
を
依
頼
し
た
文
書

で
あ
る
。
安
都
雄
足
は
以
前
造
東
大
寺
司
舎
人
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
越
前
国
史
生
と
な
り
、
天
平
宝
字
二
年
二
月
初
め
か
ら
六
月
中
ご
ろ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
閣
に
造
東
大
寺
司
主
典
と
な
っ
た
。
こ
の
経
歴
か
ら
右
の
依
頼
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
紫
絶
購

入
が
計
画
さ
れ
た
原
因
が
「
買
先
不
レ
足
、
傍
為
」
父
易
闘
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
国
府
の
必
要
と
す
る
紫
緬
は
本
来
国
も
と
で
と
り

そ
ろ
え
ら
れ
る
が
、
た
ま
た
ま
「
買
先
不
レ
足
」
す
な
わ
ち
国
も
と
で
購
入
し
て
も
な
お
不
足
し
た
た
め
に
、
前
越
前
町
史
生
安
都
雄
足
に
連

絡
し
て
、
中
央
で
交
易
し
て
入
手
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
安
都
雄
足
と
越
前
国
の
特
殊
関
係
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

た
だ
ち
に
一
般
化
す
る
の
は
検
討
を
要
す
る
が
、
越
前
国
の
国
府
交
易
圏
に
お
け
る
流
通
経
済
の
限
界
の
か
な
た
に
中
央
交
易
圏
に
お
け
る
流

通
経
済
が
存
在
し
、
後
者
が
前
者
を
補
完
し
て
い
る
と
い
う
関
係
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻
調
庸
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
つ
ぎ
に
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
、
相
模
国
か
ら
造
東
大
寺
司
へ
、
価
六
〇
貫
文
で
売
却
さ
れ
た
　
「
調
室
」
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
　
こ
れ
は

「
左
京
八
条
三
男
」
（
四
1
＝
四
）
の
一
町
の
広
さ
を
占
め
、
　
「
東
市
単
辺
」
（
四
一
八
三
）
に
あ
り
、
売
却
後
は
造
東
大
寺
司
の
東
市
庄
と
な

　
⑭

っ
沈
。
こ
の
「
融
点
し
論
る
も
の
は
他
に
ま
っ
た
く
例
を
み
な
い
た
め
、
そ
の
性
諮
を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
論
議
さ
れ
て
音
允
。
高
柳
門
下
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奈良時代の流通経済（栄原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

氏
は
こ
れ
を
調
所
の
出
張
所
と
し
た
が
、
国
衙
に
お
け
る
「
所
」
の
成
立
を
早
く
見
す
ぎ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
し
た
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
れ
に
対
し
て
狩
野
久
氏
は
調
物
取
扱
所
と
い
う
規
定
を
与
え
た
。
さ
ら
に
村
尾
次
郎
氏
は
各
国
の
運
輸
物
資
の
貯
蔵
施
設
の
一
つ
と
し
、
陀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

部
群
議
は
京
進
調
物
の
保
管
倉
庫
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
調
邸
と
は
諸
国
か
ら
運
京
さ
れ
た
調
物
の
保
管
倉
庫
で
あ
り
取
扱
所
で

あ
る
と
い
う
の
が
公
約
数
的
見
解
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
調
邸
に
倉
庫
腎
機
能
が
あ
り
、
調
物
を
取
扱
っ
た
こ
と
は
う
た
が
い
な
い
。
そ
の
よ

う
な
意
味
で
の
藩
邸
的
施
設
は
当
然
諸
国
が
京
内
外
に
も
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
分
よ
う
な
解
釈
で
は
調
戯
が
ほ
か
の
場
所
で

は
な
く
、
な
ぜ
と
り
わ
け
「
東
簡
閲
辺
」
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
の
説
明
は
全
く
つ
か
な
く
な
る
。
問
題
は
調
物
を
取
扱
っ
た
点
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
も
　
　
も

の
で
は
な
く
、
調
物
を
い
か
に
取
扱
っ
た
の
か
と
い
う
点
こ
そ
最
も
解
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
ご
と
く
相
模
国
の
調
邸
は
、
造
東
大
寺
司
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
、
同
司
所
管
の
東
寺
庄
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
調
邸
の
諸
機
能
の
う

ち
に
は
東
市
庄
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
東
市
庄
の
機
能
か
ら
逆
に
調
邸
の
機
能
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
「
西
市
庄
解
　
申
上
王
事
」
（
ご
五
一
一
六
二
）
と
あ
っ
て
庄
領
の
上
日
数
の
報
告
と
い
う
当
然
の
事
務
を
行
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
る
。
東
市
庄
に
も
こ
れ
は
共
通
し
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
は
「
黒
帯
庄
解
　
申
買
進
上
乾
麦
事
」
（
十
三
－
三
五
七
）
と
あ
っ
て
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

東
大
寺
司
の
命
に
よ
り
市
で
物
資
を
買
っ
て
進
上
し
て
い
る
。
ま
た
「
東
市
雪
解
　
申
平
幕
価
物
事
」
（
四
－
二
七
七
）
と
あ
り
、
市
の
物
価
を

調
査
報
告
す
る
こ
と
も
行
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
東
市
買
は
、
主
と
し
て
物
資
購
入
と
価
格
調
査
を
行
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
調
邸
の
機
能
を

引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
調
邸
が
単
に
調
物
の
倉
庫
や
取
扱
所
た
る
の
み
で
な
く
、
東
西
市
を
中
心
と
す
る
流
通
経
済
と
結
び
つ
い
た
経

済
的
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
は
も
は
や
明
白
で
あ
る
。
調
邸
が
東
市
西
辺
に
あ
っ
た
の
は
単
な
る
偶
然
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
そ

の
点
で
吉
田
算
氏
が
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
三
月
二
二
日
太
政
官
符
に
「
不
レ
得
下
妄
差
も
叩
官
一
以
致
昌
稽
留
ハ
及
二
代
南
米
交
昌
関
京
田
目
論
除
二
水

脚
狼
一
之
外
、
棘
載
昌
私
物
ハ
漂
中
失
官
物
と
（
『
類
聚
三
代
格
』
）
と
あ
る
の
を
と
ら
え
て
、
調
邸
を
調
庸
物
の
代
物
運
京
と
結
び
つ
け
て
理
解
す

⑳る
の
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
り
、
わ
た
く
し
も
こ
の
見
解
に
従
い
た
い
。
運
京
さ
れ
た
代
物
は
調
邸
を
通
じ
て
東
西
市
や
そ
の
延
長
部
分
で
規

定
の
調
庸
物
に
か
え
ら
れ
て
納
官
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
な
が
ら
代
物
運
京
と
番
謡
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
だ
け
で
は
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
規
定
の
調
書
物
で
は
な
く
「
代
物
」
が

滞
京
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
な
ぜ
調
邸
が
中
央
交
易
圏
に
お
け
る
流
通
経
済
と
結
び
つ
い
た
経
済
的
活
動
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か
。
こ
の
点
を
解
く
う
え
で
わ
ず
か
な
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
調
邸
に
関
し
て
た
だ
一
つ
残
っ
た
史
料
が
、
他
の
国
で
は
な
く
ま
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
絹
挙
国
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
そ
の
も
の
で
あ
る
。
相
模
国
は
東
海
道
の
東
辺
近
く
、
坂
東
に
属
す
る
遠
国
で
あ
り
、
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
国
府
市
の
遺
称
す
ら
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
地
方
市
や
国
府
交
易
圏
の
発
展
を
示
す
史
料
も
な
い
。
ま
た
同
国
か
ら
の
献
銭
叙
位
者
も
史

料
に
み
え
な
い
・
糧
国
内
で
は
流
通
経
済
の
発
展
度
が
低
玄
国
府
交
易
圏
の
形
成
も
＋
分
で
は
な
か
・
た
と
判
断
究
へ
き
で
あ
ろ
ゆ

国
内
の
流
通
経
済
が
あ
ま
り
発
展
し
て
い
な
い
相
模
国
が
か
え
っ
て
「
東
市
西
辺
」
に
調
邸
を
も
ち
、
東
西
市
を
中
心
と
す
る
中
央
交
易
圏
に

依
拠
し
て
調
物
を
と
り
そ
ろ
え
て
い
た
こ
と
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。
国
内
に
国
府
市
を
中
心
と
す
る
国
府
交
易
圏
が
発
展
し
て
い
る
な

ら
ば
、
国
司
は
こ
れ
を
利
用
し
て
中
央
か
ら
要
求
さ
れ
る
調
書
物
の
品
目
数
量
を
と
り
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
、
代
物
を
運
直
し
な
く
て
も
す

ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
々
の
中
央
に
お
け
る
調
物
取
扱
所
は
中
央
の
流
通
経
済
に
接
触
す
る
必
要
は
原
則
と
し
て
な
い
。
こ
れ
に

対
し
て
相
模
国
の
よ
う
に
国
府
交
易
圏
の
朱
成
熟
な
国
々
で
は
、
国
府
段
階
で
規
定
の
調
乾
物
を
と
り
そ
ろ
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ

て
代
物
を
運
際
す
る
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
国
々
は
中
央
に
お
い
て
代
物
を
調
平
物
に
か
え
ね
ば
な
ら
ず
、
必
然
的
に
調
邸
等
の
出
先
機
関

は
中
央
交
易
圏
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
わ
た
く
し
は
、
調
の
取
扱
所
は
各
国
が
京
内
外
に
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
東
西
市
を
中
心
と
す
る
中
央
交
易
圏
に
お
け
る
流
通
経
済
と
密

接
な
関
係
を
も
つ
か
否
か
は
、
各
国
内
に
お
け
る
国
府
市
を
中
心
と
す
る
国
府
交
易
圏
の
成
熟
度
に
よ
っ
て
根
本
的
に
は
規
定
さ
れ
て
い
た
と

考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
調
琴
平
と
い
う
律
令
欄
的
収
取
の
根
幹
に
お
い
て
、
中
央
交
易
圏
と
国
府
交
易
圏
と
が
相
互
に
連
関
し

あ
い
、
両
老
あ
い
ま
っ
て
は
じ
め
て
調
庸
物
の
貢
納
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
え
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
　
全
国
的
流
通
体
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
こ
れ
ま
で
に
封
戸
物
や
庄
園
竪
物
、
調
寄
物
の
収
取
に
あ
た
り
国
府
交
易
圏
が
利
用
さ
れ
、
ま
た
逆
に
国
府
の
物
資
調
達
に
際
し
て
中
央
交
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奈良時代の流通経済（栄原）

易
圏
が
国
府
交
易
圏
の
補
完
者
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
を
の
べ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
両
者
の
交
易
圏
は
律
令
中
央
貴
族
や
律
令
国
家
の
収

取
に
規
定
さ
れ
て
相
互
に
補
完
し
つ
つ
連
関
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
奈
良
時
代
の
全
国
的
流
通
体
系
は
以
上
の
よ
う
に
理
解
さ
る
べ
き
で

あ
り
、
単
に
還
距
離
交
易
の
存
在
を
指
摘
す
る
の
み
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
前
掲
の
延
暦
二
年
（
七
入
三
）
三
月
二
二
日
の
太
政
官
符
（
『
類
聚
三
代
平
』
）
に
は
「
不
レ
得
下
…
…
亦
除
二
水
雲
根
輯
之
外
轍
載
嵩
私
物
一
漂
中
門
官

物
と
と
あ
り
、
太
宰
府
か
ら
の
調
綿
貢
上
に
あ
た
っ
て
私
物
が
混
入
彫
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
時
代
は
降
る
が
『
続
日
本
後

紀
』
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
正
月
壬
申
条
に
は

　
美
濃
国
書
、
凡
上
下
諸
富
、
随
昌
其
位
階
↓
乗
晶
用
人
馬
↓
灼
立
昌
条
章
嚇
而
田
畠
御
達
尾
熊
蝉
昆
布
丼
沙
金
薬
草
等
一
使
、
或
以
昌
遷
替
之
国
司
↓
便
豊
田
・
「
綱
領
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
或
霊
殿
浮
遊
之
島
回
令
レ
得
晶
公
書
証
印
公
物
有
レ
隈
、
私
荷
無
数
、
使
等
偏
仮
昌
威
勢
嚇
不
レ
櫻
景
憲
法
嚇
駅
子
無
レ
由
嶋
告
訴
嚇
絵
馬
送
山
谷
嚇
人
馬
塊
亡
、
職
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ぬ

　
之
由
、
望
請
、
除
レ
非
下
意
昌
三
鷹
馬
一
井
四
度
使
よ
之
外
急
使
等
、
以
内
初
位
已
下
子
弟
↓
被
レ
差
昌
充
之
一
睡
、
勅
、
依
レ
請
、
寛
益
荒
昌
陸
奥
出
羽
両
国
及
東
山
道

　
　
ヤ
　
　
　
ゐ

　
諸
国
↓
令
歩
知
昌
此
制
↓

と
あ
り
、
美
濃
国
司
は
貢
雑
物
使
に
あ
て
た
遷
替
圏
司
や
浮
浪
人
が
、
公
物
運
送
に
便
乗
し
て
無
数
の
、
「
私
荷
」
を
混
入
さ
せ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
出
さ
れ
た
勅
が
陸
奥
出
羽
両
国
お
よ
び
東
山
道
諸
国
を
対
象
と
す
る
の
で
、
こ
の
事
態
は
こ
れ
ら
の
多
く
の

国
々
で
も
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
『
類
聚
三
代
格
』
に
お
さ
め
る
同
官
符
で
は
「
積
習
為
レ
例
経
レ
玉
茎
レ
停
」
と
あ
る
の
で
、
駅
子

の
負
担
の
重
い
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
の
誇
張
が
含
ま
れ
る
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
か
准
り
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
公
物
の
運
京
に
便
乗
し
て
私
荷
を
運
ぶ
と
い
う
点
は
、
ま
さ
に
さ
き
の
大
宰
府
の
貢
綿
に
お
け
る
事
態
と
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
奈
良
時
代
の
全
国
的
規
模
に
お
け
る
流
通
経
済
は
、
基
本
的
に
は
律
令
制
的
収
取
、
と
り
わ
け
調
嵩
物
の
運
京
に
規
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
国
郡
司
有
力
農
民
は
こ
れ
に
便
乗
し
て
私
物
を
運
薄
し
利
益
を
は
か
っ
て
い
た
。
．
彼
ら
の
活
動
は
奈
良
時
代
で
は

い
ま
だ
律
令
財
政
に
寄
生
的
で
あ
っ
た
が
、
奈
良
時
代
末
か
ら
顕
在
化
し
て
く
る
調
書
を
中
心
と
す
る
貢
納
制
の
動
揺
の
な
か
で
、
次
第
に
寄

生
的
性
格
を
払
拭
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
奈
良
時
代
の
全
国
的
流
通
体
系
は
翠
雲
を
中
心
と
す
る
貢
納
制
の
動
揺
と
、
こ
れ
を
惹
起
せ
し
め

O
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ま
た
こ
れ
に
乗
じ
る
「
商
人
」
の
活
動
に
よ
り
し
だ
い
に
変
質
せ
し
め
ら
れ
て
い
く
。
以
上
か
ら
奈
良
時
代
の
全
国
的
流
通
体
系
は
、
流
通
経

済
の
発
展
の
な
か
で
、
　
「
商
人
」
の
律
令
国
家
か
ら
相
対
的
に
独
自
な
交
易
活
動
の
結
果
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
律
令

国
家
へ
の
貢
納
制
に
規
定
さ
れ
て
成
立
し
て
き
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
遠
距
離
「
商
人
」
は
こ
の
よ
う
な
全
国
的
流
通
体
系

を
利
用
し
、
寄
生
的
に
私
富
の
蓄
積
を
は
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

①
早
用
庄
八
「
律
令
財
政
の
構
造
と
そ
の
変
質
」
（
前
掲
）

②
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
四
年
十
二
月
壬
寅
条
。

③
弘
仁
主
税
式
、
延
喜
主
税
寮
式
に
も
こ
れ
と
同
文
が
あ
る
。

④
『
続
日
本
紀
』
天
平
二
年
四
月
辛
未
条
。

⑤
岸
俊
男
「
越
前
国
東
大
寺
領
庄
園
を
め
ぐ
る
政
治
的
動
向
」
（
『
日
本
古
代
政
治

　
史
研
究
』
）

⑥
後
者
の
史
料
に
関
し
て
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
第
一
巻
、
生
江
臣
国
立
の
項

　
で
は
、
糸
を
交
易
し
て
稲
に
か
え
て
東
大
寺
に
進
上
し
た
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ

　
に
よ
れ
ば
造
東
大
寺
司
は
庄
園
か
ら
軽
貨
で
あ
る
糸
を
収
取
し
、
そ
れ
を
交
易
し

　
て
わ
ざ
わ
ざ
重
貨
で
あ
る
稲
に
か
え
て
進
上
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
緬
を
売

　
買
の
価
値
と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
当
時
に
お
い
て
も
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
糸

　
を
用
い
た
と
す
れ
ば
き
わ
め
て
特
殊
な
例
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
頴
稲
を
価
値

　
と
し
て
売
買
を
行
な
う
こ
と
は
、
ご
く
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ざ
ら
に
中
央
に

　
お
い
て
食
料
や
売
買
の
操
作
に
用
い
ら
れ
る
春
立
で
は
な
く
、
頴
稲
を
進
上
し
て

　
い
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
解
釈
は
不
丁
合
な
点
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
む

　
し
ろ
こ
の
二
史
料
は
と
も
に
、
庄
園
か
ら
版
干
し
た
頴
稲
を
、
運
輸
に
あ
た
り
軽

　
貨
に
交
易
す
る
と
理
解
す
べ
き
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
事
害
に
「
稲
」
と
記

　
さ
れ
た
の
は
、
現
実
に
送
ら
れ
る
物
晶
が
代
物
で
あ
れ
何
で
あ
れ
、
あ
く
ま
で
も

　
庄
園
か
ら
の
虚
器
の
名
目
で
進
上
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

⑦
両
史
料
の
交
易
緬
格
を
み
る
と
、
前
者
は
「
蒸
立
六
十
束
」
と
の
み
記
す
の
に

　
対
し
、
後
者
は
そ
の
「
浩
価
」
が
「
髄
二
当
土
売
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す

　
な
わ
ち
越
前
に
お
け
る
時
価
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
特
に
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
点
か
ら
み
て
前
者
が
時
価
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
し
か
も
後
者
の
時

　
価
に
よ
る
交
易
が
「
臨
時
」
と
明
記
さ
れ
る
の
で
、
前
者
が
本
来
の
形
で
あ
っ
た

　
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
者
の
価
格
は
時
緬
以
外
の
も
の
、
た
と
え
ば
造
東
大
寺
司

　
が
指
定
し
た
価
格
も
し
く
は
越
前
岳
の
公
定
価
格
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑧
藤
岡
謙
二
郎
『
国
府
』
　
六
三
ペ
ー
ジ
。

⑨
斎
藤
優
氏
は
「
南
辺
に
は
諸
国
に
遺
存
す
る
『
国
府
市
場
』
に
通
ず
る
『
上
市
』

　
の
地
名
を
認
め
」
と
の
べ
る
（
「
越
前
国
府
の
位
置
と
規
模
」
、
福
井
県
考
古
雑
報

　
3
『
若
越
条
里
の
研
究
』
所
収
）
。
藤
岡
謙
二
郎
氏
も
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
（
同

　
氏
『
都
市
と
交
通
路
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
四
四
ペ
ー
ジ
）
。

⑩
岸
俊
男
『
図
説
日
本
文
化
史
大
系
』
3
「
社
会
・
経
済
」
一
四
四
ペ
ー
ジ
。

⑪
宝
亀
十
一
年
十
二
月
二
五
日
「
西
大
寺
資
財
流
記
帳
」
越
前
国
の
項
（
『
寧
楽

　
遺
文
』
中
巻
四
一
四
ペ
ー
ジ
）

⑫
　
岸
俊
男
「
越
前
国
東
大
寺
領
庄
園
を
め
ぐ
る
政
治
的
動
向
」
　
（
前
掲
）

⑬
　
関
係
史
料
は
四
－
五
八
、
八
三
、
一
〇
九
、
一
｝
瞑
の
四
通
で
あ
る
。
そ
の
形

　
状
、
調
邸
売
却
の
事
情
、
お
よ
び
こ
の
史
料
か
ら
導
か
れ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、

　
高
柳
光
寿
「
東
大
寺
薬
師
院
文
書
の
研
究
一
平
城
京
網
模
國
調
邸
・
東
西
市
庄

　
・
東
西
堀
川
の
こ
と
ー
ー
」
上
・
下
（
「
日
本
歴
史
」
一
〇
｝
、
一
〇
二
号
）

⑭
東
市
庄
は
そ
の
後
も
造
寺
務
所
の
所
管
に
属
し
た
。
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）

　
八
月
二
八
日
の
「
東
大
寺
三
綱
牒
」
　
（
『
平
安
遣
文
』
十
四
号
）
で
は
、

　
　
　
三
綱
構
造
寺
務
所
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ヘ
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
上
東
市
庄
券
参
枚

　
と
あ
っ
て
、
同
庄
券
は
三
枚
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
高
柳
氏
が
あ
き
ら
か
に
し

　
た
点
（
四
枚
の
連
券
）
と
合
致
し
な
い
。
し
か
し
奥
魯
に
塗
筆
で
、

　
　
依
請
和
子
お
難
鰍

　
と
あ
る
の
で
、
棄
市
庄
券
は
四
枚
で
あ
る
の
が
や
は
り
正
し
い
。
そ
し
て
「
白
紙

　
二
枚
、
印
捺
二
枚
」
と
あ
る
の
は
四
一
五
八
、
入
三
に
「
相
模
國
印
」
が
お
さ
れ

　
て
お
り
、
他
は
お
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
存
の
連
券
の
形
状
と
も
合
致
す
る
。

　
し
た
が
っ
て
さ
き
の
四
通
は
、
す
で
に
延
暦
十
五
年
に
は
ほ
ぼ
現
存
の
形
で
存
在

　
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

⑮
高
柳
光
寿
「
東
大
寺
薬
師
院
文
書
の
研
究
」
（
前
掲
）

⑯
狩
野
久
「
日
本
古
代
の
都
市
と
農
村
」
（
前
掲
）

⑰
村
尾
次
郎
『
律
令
財
政
史
の
研
究
』
三
七
二
～
三
七
三
ペ
ー
ジ
。

⑲
　
阿
部
猛
『
律
令
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』
三
九
五
ぺ
…
ジ
。

⑲
　
丹
裏
古
文
書
一
一
九
号
内
包
表
、
一
一
六
号
内
包
裏
。

　
　
四
－
二
七
六
、
二
八
六
、
二
八
七
（
西
市
庄
）
、
二
五
－
一
五
九
も
岡
様
。

⑳
同
じ
く
四
一
二
四
五
。

㊧
　
吉
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」
　
（
前
掲
）

　
　
た
だ
し
賦
役
令
集
解
調
蔓
物
条
古
記
の
ひ
く
民
部
省
式
は
中
国
と
し
て
い
る
。

⑳
　
も
っ
と
も
天
平
七
年
の
「
摺
模
国
封
戸
租
交
易
帳
」
が
現
存
し
て
お
り
、
相
模

　
国
が
「
交
易
」
を
行
な
っ
た
ら
し
い
が
、
交
易
部
分
を
欠
失
し
て
お
り
、
そ
の
規

　
模
を
知
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。

む

す

び

1奈良時代の流通経済（栄原）

　
以
上
推
論
を
重
ね
た
が
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
流
通
経
済
の
構
造
的
特
質
に
つ
い
て
、
そ
の
大
略
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
し
え
た
と
思
う
。
そ
の

う
ち
注
意
す
べ
き
は
、
ま
ず
中
央
に
お
い
て
官
市
－
政
治
的
市
で
あ
る
東
西
市
と
そ
の
延
長
部
分
（
腫
流
通
経
済
の
結
節
点
）
が
前
老
を
中
心
に
水

陸
路
で
緊
密
に
結
合
し
、
一
個
の
流
通
経
済
圏
（
中
央
交
易
圏
）
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
従
来
の
諸
説
は
こ
の
点
を
見
の
が
し

て
い
た
た
め
に
、
東
西
布
や
そ
の
他
の
流
通
経
済
の
要
地
の
個
々
的
な
検
討
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
東
西
市
が
中
央
の

流
通
経
済
に
お
い
て
占
め
た
位
置
も
相
対
的
に
し
か
評
価
さ
れ
え
な
か
っ
た
。
ま
た
諸
司
・
上
級
官
人
・
貴
族
・
官
大
寺
が
各
地
に
庄
を
展
開

さ
せ
て
い
た
意
味
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
私
見
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
点
を
解
明
す
る
手

が
か
り
が
え
ら
れ
、
ま
た
律
令
中
央
財
政
と
流
通
経
済
と
の
関
係
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
地
方
に
は
自
然
発
生
的
で
一
般
公
民
の
生
活
に
密
着
し
た
地
方
市
と
、
宮
市
闘
政
治
的
市
で
あ
る
国
府
市
と
い
う
性
格
の
異
な
る
市

が
あ
り
、
後
者
を
中
心
に
国
府
交
易
圏
が
形
戒
さ
れ
て
い
た
点
も
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
国
府
市
の
存
在
を
指
摘
し
え
た
こ
と
に
よ
り
、
従
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来
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
陽
府
経
済
と
流
遵
経
済
と
の
関
係
を
考
え
る
一
史
料
が
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
律
令

制
的
収
取
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
こ
と
と
つ
な
が
る
。
律
令
中
央
地
方
財
政
が
こ
の
よ
う
に
流
通
経
済
と
関
係
を
も
ち
、
と
く
に
律
令
制
収
奪

の
根
幹
を
形
づ
く
る
三
聖
物
の
貢
納
が
、
中
央
と
地
方
の
流
通
経
済
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
円
滑
に
行
な
わ
れ
え
た
こ
と
は
重
要
な
事
実
で

あ
る
。
従
来
律
令
制
的
収
奪
は
基
本
に
お
い
て
流
通
経
済
を
前
提
と
し
て
い
な
い
と
み
る
の
が
大
勢
で
あ
る
が
、
右
の
事
実
は
こ
の
考
え
に
若

干
の
反
省
を
迫
る
こ
と
に
も
な
る
と
思
う
。
こ
れ
に
関
連
し
て
今
後
の
課
題
と
な
る
の
は
交
易
制
の
実
態
の
解
明
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
中
央
と
地
方
の
流
通
経
済
は
相
互
に
無
関
係
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
律
令
制
的
収
取
に
規
定
さ
れ
て
、
相
互
に
補
完
し
関

連
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
従
来
は
両
者
を
平
面
的
に
羅
列
す
る
の
み
で
相
互
の
内
的
連
関
を
問
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
点
を
問
う
こ
と

に
よ
り
は
じ
め
て
奈
良
時
代
の
「
商
人
」
の
活
動
の
歴
史
的
性
格
が
正
確
に
把
握
で
き
る
こ
と
に
な
6
。

　
総
じ
て
こ
、
れ
ま
で
の
奈
良
時
代
の
流
通
経
済
に
関
す
る
諸
研
究
は
私
見
の
よ
う
な
構
造
的
特
質
に
つ
い
て
の
理
解
を
ふ
ま
え
る
こ
と
が
な
か

っ
た
た
め
、
説
得
的
に
こ
の
時
代
の
流
通
経
済
の
本
質
を
説
明
し
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
当
該
時
代
の
流
通
経
済
に
関
す
る

諸
問
題
を
考
え
る
う
え
で
の
一
つ
の
基
礎
的
事
実
の
確
定
を
目
ざ
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
奈
良
時
代
の
流
通
経
済
の
構
造
的

特
質
を
確
定
し
、
あ
ね
せ
て
律
令
経
済
が
こ
の
よ
う
な
流
通
経
済
と
い
か
に
闘
難
し
た
か
、
と
い
う
点
を
解
明
す
る
こ
と
に
力
点
が
あ
っ
た
た

め
、
流
通
経
済
の
発
展
を
規
定
す
る
手
工
業
生
巌
の
問
題
、
本
稿
で
の
べ
た
よ
う
な
流
通
経
済
構
造
を
ふ
ま
え
て
活
躍
す
る
「
商
人
」
の
問
題

な
ど
に
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
か
か
る
流
通
経
済
構
造
の
歴
史
的
発
展
過
程
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
貨
幣
経
済

と
の
関
係
も
別
に
論
ず
る
こ
と
と
し
て
捨
象
し
た
。
そ
の
他
論
じ
の
こ
し
た
点
が
多
く
、
論
証
の
不
備
も
ま
た
多
い
が
、
す
べ
て
他
日
を
期
し

て
一
ま
ず
本
稿
を
お
わ
り
た
い
と
思
う
。

　
〔
付
記
〕
本
稿
は
｝
九
七
一
年
九
月
十
八
日
、
日
本
史
研
究
会
九
月
例
会
で
「
律
令
制
と
貨
幣
経
済
」
と
題
し
て
報
烈
し
た
も
の
の
一
部
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
あ

　
　
　
　
た
っ
て
は
岸
俊
男
、
門
脇
禎
二
爾
先
生
か
ら
数
肉
の
助
誉
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
・
火
阪
市
田
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The　Mirrors　Dug　from　the　Tomb　of　King　Munyo’ng

　　　武前王and　the　NanatSZtfeo－no－leagami七子鏡

by

T．　Hlguchi

　　AII　of　the　three　mirrors　dug　from　the　tomb　of　King　Munyo’ng　of　tthe

Daekche　Dynasty百済are　supPosed　to　be　fumihαeshi－dyδ踏み返し鏡（the

remou！ded　mirrors）of　the　Six　Dynasties　Period六朝時代．　On　the　other

hand，　another　three　mirrors　from　the　same　mould同型鏡were　dug　from

the　JapaBese　ancient　tombs．　So，　taking　account　of　another　similar　exam－

ples　together，　wg，　／can　presgme．　the　cu1tural　intercourse　between　the

Daekche　Dynasty’ ≠?ｄ　Japan　by　the　medium’of　the　mirrors　from　the

same　mou1月目・

　　The万π8盛読神功皇后紀，　in　the　ar乞icle　of　the　52th　year，　tells　that　the

king　of　the　Daekche　Dynasty　offered　WakokM倭国aNanatsuko－no－feagami

and　a　Shichi－shi－tou七血刀．　We　presume，　therefore，　this　Nanatsako－no・

kagami　had　the　same　Shichinソti　七孚L　as　the　Shichinソdr一ノ擁たz渉．Kソδ　心象L獣

帯鏡（mirror　with　seven　nippo！es　and　figures　of　seven　animals）dug　from

the　tomb　of　Kingル勉”珈g　and　the　Seigai－Jditai－Kyδ青蓋獣帯鏡（mirror

with　inscription　“　ts’ing－feai　”　and　figures　of　seven　animals）　which　is　said

to　be　dug　from　the　tomb　of　Emperor！＞㍑’o加仁徳天皇．

The　Economic　Circulation　in　the　Nara　Period

by

T．　Sakaehara

　　The　precedent　studies　on　the　economic　circulation　of　the　Nara　Period，

neglecting　the　fundamental　work　of　defining　its　systematical　characteris－

tics，　have　not　completely　grasped　its　essential　qualities．　This　article

aims　at　giving　a　general　outline　of　this　subject．

　　First　of　al！，　in　the　central　district，　the齎2α海。痂東西市which　was

pivotal　as　an　official　and　political　market，　and　its　extended　parts　were

combined　by　the　main．　streets　and　forrned　the　central　market　sphere中
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央交易圏．．The　finances　of　the　nobles　and　the　officials諸司官人家were

kept　on　such　a　circulating　economic　system．　On　the　other　hand，　in　the

local　distr三cts，　besides　the　local　markets，　theκ四顧％右腕国府市which

was　close玉y　connected　with　the　Kokufu－economy国府経済，　and　its　ex－

tended　parts　were　combined　aBd　formed　the　Kokufu　market　sphere　wa

府交易圏．The　Kokufu－economy　was　operated　on　the　basis　of　thjs　Kokufu

market　sphere．

　　The　central　market　sphere　and　the　Kolsufu　rnarket　sphere　were　condi－

tioned　by　the　ecollomy　of　the　Ritsuryo－Regime律令制and　complemented

each　other　and　formed　the　national・circttlating　system　of　tlie　Nara　Period．

The‘‘t‘uan－fei”「団匪」and　Peasant　Problem　in　the

　Shan－tung山東District　in　the　Later　Ch‘ing　Dynasty

by

T．　Kanbe

　　In　the　age　of　hsien－feng威豊and　t‘uang・chih同治，　the　Shan－tung

district　was．assaulted　by　the　T‘ai－P‘ing　ti‘en－fluo太平天国and　the　Nien－

o履％捻軍：，and　in　concert　with　it，　there　uprised　the　le‘ang－liangん‘伽8㌧

leztan抗北開官movelnent　in　many　places．　This　movement　was　carried

by　the　poor　free－holding　peasant　class　that　occupied　the　overwhelming

part　of　the　country　classes．

　　The　Ch‘ing　dynasty，　in　order　to　meet　this　crisis，　encouraged　the　t‘uan－

lien団棟composed　mainly　of　local　61ite玉andlords郷紳地主，　but，　on　the

other　hand，　the　poor　free－holding　peasants　also　formed　another　ox’ganiza－

tions　　for　example，　Hei－ch‘i－chUn黒旗軍：．anc　Ch‘an9－ch‘iang－hui長槍会

　　　　The　t‘uan－lien　which　the　former　organized　was　called　“kuan－t‘ztan”

「官団」or‘‘ρα舜‘uan”「白団」．　The　one　which　the重atter　organized　was

called‘‘hei－t‘uan”「黒団」，‘‘wei　t‘uαn”「｛為団」，‘‘6－t‘wan”「悪団」or‘‘t‘uan一

ノ窃”「団匪」．

　　Tlie　reason　why　the　poor　free－holding　peasants　uprised　on　the　basis

of　t‘uan－lien　organizations　was　that　the　Ch‘ing　dynasty　and　local　61ite

landlords　had　aggrandized　the　unlawful　plunder　・by　the　charge　of　the

“fu’shou”「浮収」，“t‘uan－fei”「団費」．　Theん‘ang．liang　le‘ang．leuan　move．
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